
新春吉例「十二支考」輪読
－鶏に関する民俗と伝説－

会　期：12 月３日（土）～ 平成 29 年１月８日（日）

　　　　10 時～ 16 時 30 分（最終入館）

場　所：南方熊楠顕彰館

内　容：南方熊楠が執筆した論文「十二支考」について、展

　　　　示解説を行います。今回は、平成 29 年の酉
とり

年に関

　　　　した論文「鶏に関する民俗と伝説」を取り上げます。

休館日：12 月５日（月）・12 日（月）・13 日（火）・19 日（月）・26 日（月）～平成 29 年１月４日（水）

問合せ：南方熊楠顕彰館　電話 ：0739-26-9909

　展覧会に関連し、酉年生まれの研究者をお迎えし、「鶏

に関する民俗と伝説」について、ご講演いただきます。

日　時：平成 29 年１月７日（土）　14 時 ～ 16 時（予定）

講　師：菊地 暁
あきら

氏（京都大学人文科学研究所助教）

　　　　道
みちあき

明 熙
ひろし

氏（南方熊楠顕彰会学術部副部長）

場　所：南方熊楠顕彰館

講演会

平成27年度
特集
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職
員
の
逮
捕
に
つ
い
て
（
お
詫
び
）

　

去
る
十
一
月
二
十
一
日
、
有
印
私
文
書
変
造
及
び
同
行
使
、
虚
偽
公

文
書
作
成
及
び
同
行
使
、
詐
欺
の
容
疑
で
、
本
市
職
員
が
逮
捕
さ
れ
ま

し
た
。
市
政
を
預
か
る
総
括
責
任
者
と
し
て
市
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
今
回
逮
捕
さ
れ
た
職
員
に
よ
る
、
生
活
保
護
費

の
不
適
正
な
事
務
処
理
に
関
し
て
、
平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日
に
懲

戒
処
分
を
行
い
、
再
発
防
止
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
職
員
が
逮
捕
さ
れ
、
再
び
、
市
民
の
皆
様
の

信
頼
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
慙
愧
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

二
度
に
わ
た
る
不
祥
事
に
よ
り
失
っ
た
も
の
は
あ
ま
り
に
も
大
き

く
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
を
含

む
関
係
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
相
応
の
処
分
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
服
務
規
律
及
び
事
務
の
適
正
な
執
行
の
徹
底
に
つ
い
て

強
く
指
導
し
、
一
日
で
も
早
く
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆
様
か
ら
の

信
頼
が
回
復
で
き
ま
す
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
全
容
解
明
に
努
め
、
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た

時
点
で
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
に
対
す
る
信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
ま
し

た
こ
と
を
改
め
て
心
か
ら
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

　

田
辺
市
長　

真　

砂　

充　

敏

広
報
た
な
べ
　
平
成
28
年
12
月
号
別
紙
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マークの説明

主な電話番号等 今月の表紙

ツイッター・フェイスブックでも市の情報
を発信しています。
　http://www.city.tanabe.lg.jp/jyouhou/sns.html田辺市

ホームページ
モバイル用
ホームページ

救急受診
ガイド

防災行政
メール等

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇申込み・問合せ等の受付については、基本的に㊏
　㊐㊗を除く８時30分～17時15分です。
◇料金の記載のないものは、無料です。
◇申込み方法の記載のないものは、申込み不要です。
◇市役所の開庁時間は、㊗を除く㊊～㊎の８時30分
　～17時15分です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課
　の一部窓口を19時まで延長しています。

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃7119

電話案内サービス

休日急患診療

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄関右側）
　内科・小児科系、歯科の応急診療
　　◇㊏　18 時～ 21 時 30 分（小児科のみ。年末年
始を除く。）
◇㊐㊗ ９時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
◇ 12/30㊎～ 1/3㊋　９時～ 11 時 30 分、13 時～ 17 時
　☎ 0739-26-4909

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒 646-0028 高雄一丁目 23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒 646-1492 中辺路町栗栖川 396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　　0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　　0739-24-4068

　今月の表紙は、星空を
見上げるカップルを撮影
しました。満天の星空の
下、いつもとは違った雰
囲気で、会話も弾みまし
た♪ 冬はオリオン座な
ど、分かりやすい星座も
多いので、皆さん空を見
上げてみませんか？流れ星、見えるかな？

特
集

031218202630
お
し
ら
せ
ワ
イ
ド

ま
ち
の
話
題

お
し
ら
せ
ボ
ッ
ク
ス

子
育
て
ク
ラ
ブ
／
我
が
家
の
愛
ド
ル
／
た
な
べ
ス

マ
イ
ル
／
防
災
コ
ラ
ム
／
ま
ち
か
ど
特
派
員
／
た

な
べ
散
歩
／
図
書
館
へ
行
こ
う

脳
若
が
え
り
塾
（
認
知
症
予
防
教
室
）
を
開
催
し

ま
す
／
「
田
辺
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
候
補
者
を
ご

推
薦
く
だ
さ
い　

ほ
か

10
周
年
を
記
念
し
て
豪
華
ゲ
ス
ト
も　

田
辺
・
弁

慶
映
画
祭
／
も
し
も
の
と
き
に
備
え
て　

ほ
か

平
成
28
年
田
辺
市
文
化
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま

し
た
／
第
21
回
市
民
駅
伝
大
会
・
第
34
回
子
ど
も

ク
ラ
ブ
駅
伝
大
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す　

ほ
か

み
ん
な
の
広
場

相
談
日
程

広
報
田
辺  

平
成
28
年
12
月
号
・
も
く
じ

平
成
27
年
度
決
算

一般会計

①市税…81 億 4,060 万 9 千円 (16.8%)
②分担金及び負担金等…10億5,101万8千円(2.2%)
③繰入金等…65 億 232 万 3 千円 (13.4%)
④地方交付税…158 億 1,677 万 2 千円 (32.6%)
⑤市債…60 億 2,770 万円 (12.4%)
⑥国庫支出金…57 億 9,012 万円 (11.9%)
⑦県支出金…31 億 1,055 万 6 千円 (6.4%)
⑧その他…20 億 3,837 万円 (4.3%)

①総務費…78 億 4,849 万円 (16.9%)
②民生費…95 億 7,084 万 7 千円 (20.6%)
③衛生費…46 億 3,553 万 1 千円 (10.0%)
④農林水産業費…23 億 321 万 6 千円 (4.9%)
⑤土木費…26 億 6,443 万 6 千円 (5.7%)
⑥消防費…35 億 6,084 万 6 千円 (7.7%)
⑦教育費…39 億 766 万 2 千円 (8.4%)
⑧災害復旧費…7 億 2,334 万 7 千円 (1.6%)
⑨公債費…57 億 9,892 万 3 千円 (12.5%)
⑩その他（商工費・議会費等）…54 億 7,437 万 7 千円 (11.7%)

歳入
484 億 7,746 万
8 千円

①⑧⑦

⑥

⑤

④

③

②

　平成 27 年度の一般会計決算は、歳入総額が 484 億 7,746 万８千円、歳出総額が 464 億 8,767 万５千円と
なりました。実質収支額（歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越した事業に必要な財源を除いた額）は、18 億
1,668 万 2 千円の黒字となっています。

自主財源（32.4%）
依存財源（67.6%）

歳出
464 億 8,767 万
5 千円

①

⑧

⑦

⑥
⑤ ④ ③

②

⑩

⑨

■
財
政
用
語
の
解
説

◇
自
主
財
源
…
市
町
村
が
自

主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
お
金

◇
依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら

交
付
又
は
割
り
当
て
ら
れ
る

お
金
等

◇
市
税
…
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
行
う
事
業
経
費
を

賄
う
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
税
金

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
等
…

保
育
所
や
老
人
ホ
ー
ム
等
を

利
用
す
る
方
に
負
担
し
て
も

ら
う
お
金

◇
繰
入
金
等
…
会
計
間
相
互

の
資
金
運
用
や
基
金
を
取
り

崩
し
た
お
金

◇
地
方
交
付
税
…
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
保
障
す
る
た
め
に
、

所
得
税
・
消
費
税
等
の
国
税

か
ら
一
定
割
合
で
市
町
村
に

交
付
さ
れ
る
お
金

◇
市
債
…
学
校
建
築
な
ど
一

時
的
に
た
く
さ
ん
の
お
金
が

必
要
な
事
業
を
実
施
す
る
と

き
に
借
り
入
れ
す
る
お
金

◇
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

…
学
校
建
築
、
児
童
手
当
な

ど
に
対
し
て
一
定
の
率
で
国
・

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

■
財
政
用
語
の
解
説

◇
総
務
費
…
全
般
的
な
管
理

事
務
、
広
報
文
書
、
財
産
管

理
、行
政
局
・
連
絡
所
、徴
税
、

戸
籍
事
務
、
選
挙
、
統
計
等

◇
民
生
費
…
高
齢
者
・
児
童
・

体
の
不
自
由
な
方
等
の
福
祉

向
上

◇
衛
生
費
…
健
康
診
断
実
施

等
の
保
健
事
業
、
ご
み
・
し

尿
処
理
等
の
環
境
衛
生

◇
農
林
水
産
業
費
…
農
業
・

林
業
・
水
産
業
の
振
興

◇
土
木
費
…
道
路
、
河
川
、

公
園
、
住
宅
等
の
整
備
・
管
理

◇
消
防
費
…
消
防
施
設
整
備
、

消
火
・
救
急
業
務
の
費
用

◇
教
育
費
…
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
の
整
備
・
運
営
、
社

会
教
育
・
体
育
、
文
化
財
保

護
等

◇
災
害
復
旧
費
…
災
害
で
被

害
を
受
け
た
施
設
等
を
復
旧

◇
公
債
費
…
国
や
県
、
銀
行

等
か
ら
借
り
た
元
金
・
利
子

の
返
済

昭
和
南
海
地
震
か
ら
70
年
〜
地
震
か
ら
学

び
、
教
訓
を
伝
え
る
た
め
に
〜

08
み
ん
な
で
お
祝
い
　
世
界
遺
産
「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
追
加
登
録

10

平成27年度決算特集
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主な事業地方消費税交付金の増収分の使途状況

　平成 26 年４月１日に消費税率が５％から８％に引き上げら
れたことに伴い、地方消費税交付金の増収分が、地方自治体に
配分されています。この引上げによる地方消費税収については、
社会保障４経費（年金、医療、介護、子育て）その他社会保障
施策に要する経費に充てるものとされています。平成 27 年度
決算に係る使途状況は、下表のとおりです。

■歳入
　地方消費税交付金決算額…14 億 1,123 万 5
千円（うち消費税率の引上げに伴う増収分【社
会保障財源化分】…5 億 6,983 万 3 千円）
■歳出
　社会保障４経費その他社会保障施策に要す
る経費（一般財源）…78 億 5,947 万 5 千円

区分 事業費

財源

主な事業特定財源

一般財源

地方消費税交付金の
社会保障財源分 その他

社会
福祉 87 億 4,359 万円 51 億 704 万 7 千円 2 億 6,365 万 9 千円 33 億 7,288 万 4 千円

生活保護扶助費
障害者福祉扶助費
施設型給付費負担金 （保育所等運営費負担金）
児童手当及び児童扶養手当
母子生活支援施設措置費
養護老人ホーム措置費

社会
保険 34 億 9,456 万 2 千円 6 億 4,046 万 1 千円 2 億 693 万円 26 億 4,717 万 1 千円

国民健康保険事業特別会計
繰出金
介護保険特別会計繰出金
後期高齢者医療特別会計
繰出金

保険
衛生 13 億 8,025 万 9 千円 1,142 万 8 千円 9,924 万 4 千円 12 億 6,958 万 7 千円

予防接種事業
妊婦健診事業
がん検診事業

合計 136 億 1,841 万 1 千円 57 億 5,893 万 6 千円 5 億 6,983 万 3 千円 72 億 8,964 万 2 千円
特定財源とは、収入の段階で使途が特定されている財源で、国庫補助金や県補助金・使用料等をいいます。

目的税の使途状況

入湯税（収入額：5,183 万 2千円）
事業内容 事業費 充当額

合併処理浄化槽
設置補助 9,451 万 3 千円 567 万 3 千円

公衆トイレ整備 5,837 万 7 千円 333 万 5 千円
消防庁舎建設
ほか消防施設
整備

20 億 4,554 万 6 千円 3,847 万 9 千円

観光協会補助金
ほか観光振興
対策（観光施設
整備を除く。）

4,705 万円 434 万 5 千円

合計 22 億 4,548 万 6 千円 5,183 万 2 千円

都市計画税（収入額：3億 4,806 万 5千円）
事業内容 事業費 充当額

元町新庄線県営事業
負担金及び
外環状線整備事業

1 億 108 万円 876 万 2 千円

三四六総合運動公園
整備事業及びとうけい
公園トイレ整備事業

4 億 2,210 万円 1,523 万 3 千円

都市下水路整備事業
ほかその他事業 3 億 2,973 万 1 千円 2,012 万円

都市計画事業等で
借り入れた市債の償還 4 億 5,328 万 8 千円 3 億 395 万円

合計 13 億 619 万 9 千円 3 億 4,806 万 5 千円

 　租税の中で、一定の政策目的を達成するために使途を限定して課税されるものを目的税といいます。本市では、
入湯税及び都市計画税があり、これらの平成 27 年度決算における使途状況は下表のとおりです。

総務費
◇合併 10 周年記念事業（①）…1,911 万５千円
◇価値創造プロジェクト事業…2,161 万６千円
◇地籍調査事業…３億 1,483 万７千円

民生費
◇保育所整備事業（②）…１億 2,801 万５千円
◇障害福祉事業…27 億 7,647 万５千円
◇生活保護費給付事業…14 億 8,147 万９千円

衛生費
◇公立紀南病院組合負担金（③）…10 億 571 万５千円
◇妊婦健康診査事業…4,724 万６千円
◇一般廃棄物焼却施設
　基幹的設備改良事業…13 億 3,721 万９千円

農林水産業費
◇農業振興事業（④）…５億 6,591 万２千円
◇林道新設改良事業…２億 2,938 万８千円
◇漁業振興事業…4,339 万４千円

商工費
◇田辺市小企業資金利子補給補助金…2,301 万５千円
◇プレミアム商品券事業（⑤）…１億 5,755 万３千円
◇観光振興事業…４億 1,755 万円

土木費
◇道路新設改良事業…２億 5,468 万２千円
◇三四六総合運動公園
　整備事業（⑥）…５億 3,749 万２千円
◇都市下水路整備事業…３億 299 万９千円

消防費
◇消防救急デジタル無線整備事業…５億 9,330 万１千円
◇地域防災体制の強化…8,776 万４千円
◇消防庁舎建設事業（⑦）…12 億 4,572 万２千円

教育費
◇小中学校施設耐震改修事業…１億 5,146 万９千円
◇小学校施設建築事業…４億 3,767 万６千円
◇紀の国わかやま国体・
　紀の国わかやま大会（⑧）…２億 4,599 万４千円

①

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①ラッピングバス
②まろみ保育所移転に伴う造成工事
③紀南病院
④「みなべ・田辺の梅システム」
　世界農業遺産認定
⑤田辺市プレミアム商品券
⑥田辺スポーツパーク（野球場）
⑦新消防庁舎
⑧紀の国わかやま国体（弓道）

平成27年度決算特集
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実質赤字比率
（ー）

普通会計の実質収支額
（歳入歳出差引額から、
翌年度に繰り越した事
業に必要な財源を除い
た額）が赤字になる場
合、市税や地方交付税
のように毎年安定的に
見込むことができる歳
入「標準財政規模」に
占める赤字額の割合で
す。本市は、赤字がな
いため、算定されません。

連結実質赤字比率
（ー）

普通会計だけでなく、
特別会計や公営事業会
計等を含めた全ての会
計を合算した決算額が
赤字になる場合、「標
準財政規模」に占める
赤字額の割合です。実
質赤字比率で見抜くこ
とができない隠れ赤字
も数値に表れます。本
市は、赤字がないため、
算定されません。

実質公債費比率
（9.2％）

公債費（借入金の返済
額）の割合です。この
比率が高いと、使い道
の特定されていない収
入の多くを借金の返済
に充てているため、他
の事業に予算を回せな
くなっており、財政が
硬直化していることを
意味します。本市の場
合、昨年度より 1.4 ポ
イント回復しています。

将来負担比率
（20.1％）

将来負担すべき実質的
な借金返済額の割合で
す。契約等によって将
来負担しなければなら
ないものも含まれます。
この比率が高いと、将
来負担が大きいという
ことになり、今後の財
政運営が圧迫されるお
それがあります。本市
は、昨年度より 5.7 ポ
イント回復しています。

市の財政状況

　本市の財政状況が健全かどうかを判断する目安となる、財政健全化判断比率と資金不足比率をご紹介します。

　健全化判断比率には、「早期健全化基準」
と「財政再生基準」が設けられています。「早
期健全化基準」を超えると、財政健全化計
画を策定し、計画に従って自主的に改善に
取り組まなくてはなりません。また、「財
政再生基準」を超えると、財政再生計画を
策定し、国や県の関与を受けて財政の再建
を行うことになります。
　平成 27 年度決算における本市の財政状
況は、健全だと判断されましたが、今後も
より一層健全な運営に努めていきます。

　公営企業会計ごとの、資金不
足額の事業規模に対する割合で
す。この比率が高いと、収入だ
けで資金不足を解消するのが難
しく、経営が深刻化しています。
本市では、8 事業（水道事業会
計、簡易水道事業・特定環境保
全公共下水道事業・戸別排水処
理事業・分譲宅地造成事業の各
特別会計、農業・林業・漁業の
各集落排水事業特別会計）全て
に資金不足額は、ありません。

財政健全化判断比率資金不足比率

早期健全化基準 12.12%

0%

財政再生基準 20.00%

健
全

危
険

田辺市：赤字はありません

経営健全化基準 20.0%

0%

健
全

危
険

田辺市 0％

早期健全化基準 17.12%

0%

財政再生基準 30.00%

健
全

危
険

田辺市：赤字はありません

早期健全化基準 25.0%

0%

財政再生基準 35.0%

健
全

危
険

田辺市：9.2％

早期健全化基準 350.0%

0%

健
全

危
険

田辺市：20.1％

平成27年度決算特集

　

我
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善

傾
向
が
続
く
中
で
、各
種
政
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、

緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
地
方
で
は
、
依
然
と
し
て
回
復
へ
の
期

待
感
を
実
感
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
厳
し
い
経

済
情
勢
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
行
財
政
改
革
に
よ
り
事
務
事
業
の

合
理
化
や
経
常
経
費
の
節
減
、
定
員
管
理
の
適
正

化
等
、
歳
出
の
ス
リ
ム
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
近
年
、
比
較
的
安
定
し
た
財
政
運
営

が
で
き
て
い
ま
す
が
、
税
収
の
伸
び
悩
み
等
に
よ

る
自
主
財
源
の
確
保
は
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
へ
の
対
応
を
始
め
、
年
々
増
加
す
る
社
会
保
障

関
係
経
費
の
ほ
か
、
防
災
・
減
災
対
策
、
山
村
地

域
の
過
疎
対
策
や
観
光
振
興
施
策
等
、
様
々
な
行

政
需
要
を
抱
え
、
今
後
と
も
高
い
水
準
の
財
政
負

担
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
決
算
の
実
質
公
債
費
比
率
は
9
．

2
%
、
経
常
収
支
比
率
は
88
．8
%
と
前
年
度
と

比
較
し
て
改
善
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
、

普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
期
間
が
終
了
し
、
段
階

的
に
交
付
額
が
縮
減
さ
れ
る
な
ど
、
財
源
の
減
少

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
本
市
の
財
政
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
税
収
等
の
財

源
確
保
に
よ
り
一
層
努
め
る
と
と
も
に
、
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
に
努
め
、
将
来
に
向
け
健
全
な
財

政
運
営
が
持
続
で
き
る
よ
う
、
弾
力
的
な
財
政
構

造
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
の
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
と

今
後
の
取
組

会計名 歳入（A） 歳出（B） 実質収支額

国民健康保険事業

事業勘定 127 億 9,229 万円 127 億 5,542 万 9 千円 3,686 万 1 千円

直営診療施設勘定 2,448 万 9 千円 2,383 万 6 千円 65 万 3 千円

小計 128 億 1,677 万 9 千円 127 億 7,926 万 5 千円 3,751 万 4 千円

後期高齢者医療 17 億 518 万 5 千円 17 億 121 万円 397 万 5 千円

介護保険 86 億 9,242 万 2 千円 86 億 914 万 2 千円 7,987 万 5 千円

分譲宅地造成事業 7,855 万 2 千円 6 万 2 千円 7,849 万円

同和対策住宅資金等貸付事業 1,300 万 9 千円 5 億 2,271 万 3 千円 △ 5 億 970 万 4 千円

簡易水道事業 11 億 6,615 万 3 千円 11 億 5,306 万 2 千円 328 万 3 千円

農業集落排水事業 3 億 9,653 万 1 千円 3 億 9,555 万 4 千円 97 万 7 千円

林業集落排水事業 1,360 万 4 千円 1,302 万 7 千円 57 万 7 千円

漁業集落排水事業 6,708 万 1 千円 6,640 万円 68 万 1 千円

特定環境保全公共下水道事業 5,704 万 1 千円 5,648 万 5 千円 55 万 6 千円

戸別排水処理事業 602 万 3 千円 545 万 8 千円 56 万 5 千円

診療所事業 3 億 1,285 万 2 千円 3 億 1,091 万 4 千円 193 万 8 千円

駐車場事業 5,208 万 7 千円 4 億 1,405 万 1 千円 △ 3 億 6,196 万 4 千円

木材加工事業 1 億 3,839 万 8 千円 1 億 9,350 万 7 千円 △ 5,510 万 9 千円

四村川財産区 4,120 万 7 千円 3,159 万 1 千円 961 万 6 千円

　特別会計は、一般会計とは別に、特定の目的のために設けられた会計で、それぞれの目的以外にお金を使うこ
とはありません。実質収支額の不足が生じた特別会計においては、翌年度の歳入を繰り上げて当該年度の歳入に
充用します。

※比較（A）－（B）の額は、翌年度に繰り越すべき財源を有する会計があるため、実質収支額と一致しない場合があります。

特別会計
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昭
和
21
年
12
月
21
日
午
前
4

時
19
分
過
ぎ
、
串
本
町
潮
岬
南

方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
8
．0
、
有
感
範
囲
は
、
東

北
北
部
及
び
北
海
道
を
除
く
日

本
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
る
大
地

震
で
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
数

分
後
、
地
震
に
よ
り
発
生
し
た

津
波
が
、
本
市
を
は
じ
め
と
す

る
県
南
部
の
海
岸
を
襲
い
ま
し

た
。大
波
は
3
回
以
上
も
あ
り
、

中
に
は
5
ｍ
を
超
え
る
も
の
も

　

当
時
私
は
16
歳
。
地
震
が
起
こ
っ
た
の
は

外
が
ま
だ
暗
い
早
朝
で
、
寝
て
い
た
私
は
突

然
の
こ
と
に
驚
き
、
飛
び
起
き
ま
し
た
。
長

い
時
間
続
く
横
揺
れ
と
、
家
が
揺
さ
ぶ
ら
れ

て
起
こ
る
嫌
な
音
が
私
を
不
安
に
さ
せ
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
揺
れ
が
収
ま
っ
た
の

で
、
家
が
倒
れ
る
前
に
父
と
一
緒
に
仕
事
道

具
を
家
か
ら
中
庭
へ
運
び
出
し
て
い
る
と
、

「
津
波
が
来
る
ぞ
ー
！
」
と
い
う
声
が
遠
く

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
慌
て
て
飛
び
出

す
と
、
裏
を
流
れ
る
川
を
黒
く
濁
っ
た
波
が

逆
流
し
、
水
が
あ
ふ
れ
、
道
路
は
20
㎝
ほ
ど

浸
水
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
も
う

無
我
夢
中
で
近
く
の
山
に
逃
げ
ま
し
た
。
そ

の
後
、揺
れ
も
津
波
も
落
ち
着
い
た
も
の
の
、

製
材
所
か
ら
流
れ
て
き
た
丸
太
や
が
れ
き
な

ど
が
辺
り
に
あ
ふ
れ
、
ま
ち
の
様
相
は
一
変

し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
70
年
が
た
ち
ま
し
た
。
私
は
、

も
し
も
の
時
に
は
助
け
合
う
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
こ
と
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
何
よ
り
も
「
生

き
る
」
と
い
う
こ
と
。
大
地
震
、
そ
し
て
津
波

の
経
験
者
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

昭和南海地震から 70年
～地震から学び、教訓を伝えるために～

巨
大
地
震
発
生

津
波
の
瞬
間

新
庄
町

熊
代
敏
男
さ
ん

①新庄駅の裏山から見た文里港方面。がれきが線路にもあふれています。② 20 年前に東光寺内に建立された供養像。台
座には遭難者の氏名と被害状況の悲惨さが記されています。③津波の潮位標。④⑤津波後の様子。材木だけでなく、船が
造船所から押し流され、まちを襲いました。

①

② ③ ④ ⑤

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
、

地
震
そ
の
も
の
よ
り
も
、
津

波
や
火
災
に
よ
る
被
害
の
方

が
、
は
る
か
に
大
き
い
も
の
で

し
た
。
当
時
の
田
辺
市
及
び

新
庄
村
を
合
わ
せ
て
死
者
69

人
、
家
屋
流
失
１
４
５
戸
、
家

屋
全
半
壊
５
０
２
戸
、
床
上
浸

水
７
３
１
戸
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
新
庄
地
域
は
V
字

型
に
な
っ
た
湾
の
奥
に
あ
る
た

め
、
津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集

中
し
や
す
く
、
大
き
な
被
害
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当

出
し
ま
し
た
が
、
中
に
は
、
余

り
に
も
強
い
揺
れ
に
動
揺
し
動

け
な
く
な
っ
た
人
や
、
津
波
の

認
識
が
な
く
、
後
片
付
け
に
気

を
と
ら
れ
て
い
た
人
、
津
波
を

甘
く
見
て
そ
の
場
に
と
ど
ま
っ

た
人
、
更
に
は
、
津
波
が
お
さ

ま
っ
た
と
思
い
、
毛
布
や
家
財

道
具
を
取
り
に
家
に
戻
っ
た
人

な
ど
も
い
ま
し
た
。
津
波
は
川

を
遡
っ
て
橋
や
道
路
を
破
壊

し
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
人
々
を

容
赦
な
く
飲
み
込
ん
で
い
っ
た

そ
う
で
す
。

　

津
波
が
旧
新
庄
村
に
到
達
し

た
の
は
、
地
震
発
生
か
ら
約
20

分
後
。
辺
り
は
ま
だ
暗
く
、
波

は
音
を
た
て
て
、
ま
ち
に
襲
い

掛
か
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
は

危
険
を
察
知
し
、
す
ぐ
に
逃
げ

　地震が起こったときは、その後に発生する
津波に対する注意が必要です。次のことに気
を付け、落ち着いて避難しましょう。

1. 小さな揺れでも油断禁物
小さな揺れでも大津波の危険性があります。
2. 高い場所へ避難する
海岸から「より遠くへ」ではなく、「より高い」
場所へ避難しましょう。
3. 津波のスピードは、速い
「注意報」や「警報」が出る前に津波がくる
こともあります。揺れを感じたら、直ちに避
難しましょう。
4. 津波は、繰り返し来る
津波は２回、３回と襲ってきます。波が落ち
着くまでは注意しましょう。
5. 引き潮がなくても注意
震源付近の地形によっては、引き潮が起こら
ない津波もあります。
6. 満潮の時は、要注意
水位が高く、被害が大きくなります。
7. 正しい情報を聴く
防災行政無線放送やテレビ・ラジオなどで正
しい情報を聴きましょう。
8. 河川に近付かない
津波は河川を遡ってきますので、河川には絶
対に近付かないようにしましょう。
9. 海岸に近付かない
注意報、警報が解除されるまで海辺には絶対
に近付かないようにしましょう。
10. 海上では
船舶は、無線等の情報を元に速やかに行動し
ましょう。

津波の心得 10か条

時
の
新
庄
地
域
は
、
海
側
の
地

域
に
水
田
が
広
が
っ
て
お
り
、

波
を
ふ
せ
ぐ
も
の
が
な
か
っ
た

こ
と
も
、
被
害
が
大
き
く
な
っ

た
一
つ
の
要
因
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

■参考文献
◇田辺市新庄公民館・昭和の津波復刻委員会（1999）『復刻 昭和の津波 付昭和の津波余禄 チリー津波』
◇和歌山県（1996）『南海道地震から 50 年』

　戦後間もない昭和 21 年 12 月 21 日明け方、巨大地震が発生しました。揺れとそれに伴
う津波は、家屋や道路等に甚大な被害を与え、多くの尊い人命を奪いました。
　それから 70 年がたち、まちの復興とともにその記憶は風化しつつあります。しかし、
過去の地震から学び、伝えることは、近い将来必ず起こると言われている大地震への備
えにつながります。この節目にもう一度、過去の記憶と経験から防災意識を高めましょう。
☆防災まちづくり課 地域防災係　☎ 0739-26-9976

あ
の
日
の
記
憶
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みんなでお祝い
世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」追加登録

　

11
月
5
日
㊏
、
鬪
雞
神
社
境
内
や

J
R
紀
伊
田
辺
駅
前
広
場
で
、
世
界
遺
産

の
追
加
登
録
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
10
月
24
日
に
開

催
さ
れ
た
第
40
回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委

員
会
（
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
）
で
、鬪
雞
神
社
・

北
郡
越
・
長
尾
坂
・
潮
見
峠
越
・
赤
木
越

が
新
た
に
世
界
遺
産
と
認
め
ら
れ
た
こ
と

を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

鬪
雞
神
社
で
の
記
念
式
典
に
は
、
約

５
０
０
名
が
参
加
。「
い
に
し
え
の
道
～

崇
高
な
る
紀
伊
の
大
自
然
を
讃
え
て
～
」

の
演
奏
に
合
わ
せ
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
世
界

遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が

映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
市
長
の

挨
拶
や
来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
、
江
川

の
し
ゃ
ん
ぎ
り
、
大
塔
太
鼓 

翔し
ょ
う
り
ゅ
う
流
に
よ

る
演
奏
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
場
所
を
駅
前
広
場
に

移
し
、
音
楽
や
漫
才
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
飲

み
歩
き
イ
ベ
ン
ト
の
「
南
紀
田
辺
★
う

め
ぇ
バ
ル
」
も
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
多
く
の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
梅
酒

や
地
ビ
ー
ル
、
紀
州
い
さ
ぎ
の
ご
ま
醤
油

だ
れ
漬
け
な
ど
、
振
る
舞
い
ブ
ー
ス
も
大

盛
況
で
し
た
。

　

待
ち
望
ん
だ
追
加
登
録
。
み
ん
な
で
喜

び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

祝 !! 世界遺産追加登録

【鬪雞神社】
①浦安の舞
②江川のしゃんぎり
⑦大塔太鼓 翔流による演奏
【駅前】
③弁慶鬼若太鼓による演奏
④振る舞いブース
⑤梅酒・梅ジュースで乾杯
⑥うめぇバルライブ
⑧弁慶まつり応援団の弁慶

①
②

③ ④

⑤

⑥ ⑦

⑧

①

②

③ ④

⑤

⑥ ⑦

⑧
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ドお し ら せ ワ イ

平成 28 年田辺市文化賞の受賞者が決定しました
■問合せ　秘書課 秘書係（☎ 0739-26-9910）

個人住民税の特別徴収へのお願いと
確定申告相談会場の開設時期等について

■問合せ　下記参照

■
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
？

　

事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
従
業

員
（
正
規
雇
用
だ
け
で
な
く
、
非
正

規
雇
用
も
含
む
。）
が
納
め
る
べ
き

住
民
税
を
毎
月
の
給
与
の
支
払
時
に

徴
収
（
天
引
き
）
し
、
そ
の
徴
収
し

た
税
金
を
市
町
村
に
納
入
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

■
ど
の
よ
う
な
場
合
に
特
別
徴
収
義

務
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
で
あ
る
場
合

は
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
も
特
別

徴
収
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
普
通
徴
収

（
従
業
員
が
自
分
で
納
付
）
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
退
職
者
又
は
退
職
予
定
者

◇
給
与
支
給
額
が
少
な
く
、
住
民
税

額
を
引
き
き
れ
な
い
。

◇
給
与
の
支
払
が
不
定
期
（
毎
月
支

給
さ
れ
て
い
な
い
。）

◇
他
の
事
業
者
で
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
る
。（
乙
欄
）

■
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　

従
業
員
の
方
に
と
っ
て
は
、
毎
月

給
与
か
ら
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
わ
ざ

わ
ざ
金
融
機
関
へ
納
税
に
出
向
く
手

間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
普
通
徴
収
は
年
4
回
払
い
に
対

し
て
、
特
別
徴
収
の
場
合
は
1
年
分

の
税
額
を
12
回
に
分
け
る
た
め
、
1

回
当
た
り
の
納
付
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

事
業
者
の
方
に
と
っ
て
は
、
従
業

員
ご
と
の
住
民
税
額
は
、
市
町
村
で

計
算
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

所
得
税
の
よ
う
に
年
末
調
整
を
す
る

な
ど
の
手
間
が
掛
か
り
ま
せ
ん
。

■
特
別
徴
収
の
徹
底
に
つ
い
て

　

和
歌
山
県
内
全
市
町
村
で
は
、
こ

れ
ま
で
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
事
業
者
に
つ
い

て
も
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
特
別
徴

収
義
務
者
と
し
て
指
定
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
税

は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

☆
税
務
課 

市
民
税
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
０

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
実
施
に
つ
い
て

■特別徴収のしくみ

②税額の計算

③特別徴収税額の通知
　（5 月 31 日まで）

⑤税額の納入
　（翌月 10 日まで）

①給与支払報告書の提出
　（1 月 31 日まで）

③特別徴収税額の通知
　（5 月 31 日まで）

市役所 事業者 給与
所得者

④給与の支払の際、
　税額を徴収
     6 月～翌年 5 月
     毎月の給与支給日（　　　　　　　　   ）

※従業員が常時 10 名未満の事業者は、申請により年 12 回の納期を年２回とすることもできます。

︻
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
の
相
談

会
場
の
開
設
時
期
及
び
受
付
時
間
に

つ
い
て
︼

☆
平
成
29
年
２
月
16
日
㊍
〜
３
月
15

日
㊌

☆
９
時
〜
16
時
（
申
告
書
の
提
出
や

交
付
等
は
、
17
時
ま
で
）

※
２
月
15
日
㊌
以
前
は
相
談
会
場
を

開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
早
め
に
相
談
の
受
付
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

︻
平
成
28
年
分
か
ら
確
定
申
告
書
等

に
「
個
人
番
号
」
を
記
載
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
︼

　

個
人
番
号
を
記
載
し
た
申
告
書
等

を
提
出
す
る
際
に
は
、
申
告
さ
れ
る

ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又

は
写
し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
本
人
確
認
を
行
う
時
に
使
用
す
る

書
類
の
例

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
＋

本
人
確
認
）

◇
通
知
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
）
＋
運

転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
等
（
本
人
確
認
）

☆
田
辺
税
務
署

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
１
２
５
０

※
㊏
㊐
㊗
は
閉
庁

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
受
賞
者
紹
介
】

　

熊
野
本
宮
大
社
に
ほ
ど
近
い

山
あ
い
に
あ
る
本
宮
町
皆
地
地

区
で
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら

熊
野
詣
に
使
わ
れ
た
笠
を
編
ん

で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
笠

は
上
皇
か
ら
貴
族
、
庶
民
ま
で

身
分
に
関
係
な
く
広
く
愛
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
も
と
も

と
は
「
貴き
せ
ん
ぼ

賤
笠
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
い
つ
か
ら
か
特
産

品
と
し
て
産
地
名
で
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
は
皆み

な
ち
が
さ

地
笠

で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

先
代
で
あ
る
、
氏
の
父
も
祖

父
も
細
工
師
と
し
て
活
躍
し
、

３
代
目
を
継
承
。
幼
少
よ
り
茶

摘
み
篭か

ご

を
作
っ
て
い
た
父
に
手

伝
い
を
通
じ
て
そ
の
技
法
を
習

得
。
皆
地
笠
の
ほ
か
、
修し

ゅ
げ
ん
し
ゃ

験
者

が
か
ぶ
る
「
阿あ

じ
ゃ
り

闍
梨
笠
」
な
ど
、

奈
良
や
京
都
の
神
社
仏
閣
で
使

わ
れ
て
い
る
笠
も
氏
が
手
掛
け

る
ほ
か
、
炭す

み
と
り斗
な
ど
の
茶
道
具

も
桧ひ

の
き細
工
で
茶
道
の
家
元
好
み

に
作
る
な
ど
技
と
作
品
が
各
方

面
で
高
く
評
価
さ
れ
、
昭
和
60

年
に
黄
綬
褒
章
を
受
章
。

　

ま
た
、
伝
統
工
芸
の
伝
承
に

当
た
り
、
比
較
的
世
間
に
知
ら

れ
ず
、
報
い
ら
れ
る
こ
と
も
少

な
く
、
苦
労
を
重
ね
て
い
る

人
々
に
光
を
当
て
顕
彰
す
る

「
日
本
キ
ワ
ニ
ス
文
化
賞
」
を

平
成
12
年
に
受
賞
。

　

戦
前
に
は
８
軒
ほ
ど
の
工
房

が
あ
り
、
材
料
の
切
り
出
し
や

桧
を
カ
ン
ナ
で
削
り
短
冊
状
に

し
た
「
ひ
よ
」
作
り
な
ど
、
作

業
を
村
全
体
で
分
業
し
、
林
業

や
農
業
関
係
者
か
ら
の
引
き
合

い
も
あ
り
、
九
州
や
四
国
な
ど

に
も
出
荷
し
て
い
た
。
戦
後
、

急
速
な
経
済
成
長
に
よ
り
生
活

文
化
の
様
式
も
変
わ
り
、
従
事

者
も
減
少
の
一
途
を
辿た
ど

り
、
昭

和
30
年
代
後
半
に
は
当
人
１
人

を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

　

平
成
に
入
っ
て
か
ら
、
後
継

者
を
育
成
す
る
た
め
に
和
歌
山

県
な
ど
の
支
援
で
何
人
か
の
弟

子
を
取
り
、
伝
承
を
試
み
て
き

た
が
、原
材
料
の
調
達
や
製
材
、

製
作
や
販
売
な
ど
全
般
に
わ
た

る
た
め
、
技
法
の
伝
承
に
至
ら

な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
苦
境
の
中
に

あ
っ
て
も
、
平
安
時
代
か
ら
続

く
伝
統
と
技
法
を
長
年
に
わ
た

り
た
だ
一
人
守
り
続
け
て
き
た

功
績
は
誠
に
偉
大
で
あ
り
、
90

歳
を
越
え
て
も
、
な
お
現
役
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
昭
和
45
年
に
創
設
し
た
「
田
辺
市
文
化
賞
」
の
制
度
を
継
承
し
、
毎
年
、
こ

の
時
期
に
市
の
文
化
（
学
術
・
芸
術
・
体
育
・
生
活
文
化
等
）
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

に
本
賞
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
お
り
ま
す
。

　
創
設
か
ら
数
え
て
47
回
目
と
な
る
本
年
は
、
平
安
時
代
か
ら
熊
野
詣
の
際
に
愛
用
さ
れ

た
と
い
わ
れ
る
皆
地
笠
の
伝
統
技
法
の
唯
一
の
継
承
者
で
あ
る
芝
安
雄
氏
に
お
贈
り
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

芝
しば

　安
や す お

雄 氏
（本宮町皆地）

　大正 10 年 東牟婁郡四村（現田辺市本宮町）　生まれ
　昭和 8 年 四村尋常高等小学校皆地分校　卒業

略 歴

　幼少の頃より、貴賤笠（皆地笠）の製作に携わり、時代の流れにより実用品から、現
在では、地域産品として皆様にご愛用いただいています。高齢になり生産量も年々少な
くなってまいる中、今回、田辺市文化賞を授与されるとお聞きし、市内にはいろいろご
活躍されている方がおられる中、私どもでいいのかと、困惑しているところです。
　今後は、いつまで続けることができるかわかりませんが、身体の続く限り製作していき
たいと考えています。

田辺市文化賞受賞コメント

　昭和 53 年 和歌山県名匠表彰
　昭和 53 年 和歌山県政功労者表彰
　昭和 60 年 黄綬褒章
　平成 12 年 日本キワニス文化賞

受 賞 歴

▲皆地笠
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「田辺市第２次行政改革大綱」（素案）に対する
ご意見を募集しています

■問合せ　総務課 庶務係（☎ 0739-26-9916）

年末・年始のごみの自己搬入について
■問合せ　廃棄物処理課 施設業務係（☎ 0739-24-6218）

世界遺産フォーラム in 田辺
～「紀伊山地の霊場と参詣道」の追加登録を語る～を開催します

■問合せ　下記参照

第 21 回市民駅伝大会・第 34 回子どもクラブ駅伝大会
参加者を募集します

■問合せ　下記参照

　

今
後
進
め
て
い
く
べ
き
行
政

改
革
の
基
本
方
針
を
示
し
た

「
田
辺
市
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
、
取
組
を
推
進
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
現

大
綱
の
内
容
を
検
証
し
、「
田
辺

市
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
募
集
は
、「
第

２
次
行
政
改
革
大
綱
」（
素
案
）

を
公
表
し
、
市
民
の
方
々
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、
よ

り
良
い
大
綱
を
作
り
上
げ
て
い

く
た
め
の
も
の
で
す
。

■
意
見
の
締
切
日

12
月
20
日
㊋
﹇
必
着
﹈

■
提
出
方
法

　

所
定
の
意
見
書
に
、
ご
意
見

の
内
容
及
び
そ
の
理
由
と
、
住

所
・
氏
名
（
法
人
そ
の
他
の
団

体
は
、
名
称
及
び
事
務
所
等
の

所
在
地
）・
連
絡
先
・
年
齢
を

ご
記
入
の
上
、
左
記
へ
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

意
見
書
は
、
左
記
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。

◇
閲
覧
場
所
・
提
出
先

・
総
務
課

〒
６
４
６
―

８
５
４
５

新
屋
敷
町
１

☆
０
７
３
９(

２
２)

５
３
１
０

☆soum
u@

city.tanabe.
lg.jp

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

☆

h
ttp

://w
w

w
.city

.
tan

ab
e.lg

.jp
/so

u
m

u
/

gyokaku/

・
各
行
政
局
総
務
課
（
2
ペ
ー

ジ
参
照
）

■
意
見
書
を
提
出
で
き
る
方

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

◇
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の

他
の
団
体

◇
市
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所

に
勤
務
す
る
方

◇
市
内
の
学
校
に
通
学
す
る
方 

等■
意
見
の
公
表

　

ご
意
見
等
の
概
要
及
び
市
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
方
へ
、
個
別

に
市
の
考
え
方
を
お
示
し
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
個
人
情
報
の
取
扱
い

　
「
田
辺
市
個
人
情
報
保
護
条

例
」
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
個

人
が
特
定
で
き
る
よ
う
な
内
容

は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

　

年
末
に
は
市
ご
み
処
理
場
、

各
行
政
局
へ
の
自
己
搬
入
が
増

え
、
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
年
末
の
掃
除
等
は
計

画
的
に
行
い
、
で
き
る
だ
け
定

期
収
集
日
に
ご
み
を
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
市
ご
み
処
理
場
及
び
各
行

政
局
へ
の
年
末
・
年
始
の
ご
み

搬
入
日
程
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

■
古
紙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
資
源

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

　

本
庁
舎
、
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
、
各
行
政
局
、
連
絡
所
等

に
設
置
し
て
い
る
古
紙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
資
源
回
収
ボ
ッ
ク
ス

は
、
12
月
28
日
㊌
〜
平
成
29
年

1
月
3
日
㊋
、
搬
入
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
大
塔
・
中
辺
路
行
政
局
管
内

に
お
住
ま
い
の
方
々
へ

　

上
大
中
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
自
己
搬
入（
燃
え
る
ご
み
の
み
）

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
行
政

局
で
処
理
手
数
料
の
納
入
手
続

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
行
政

局
で
の
受
付
時
間
と
上
大
中
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
搬
入
時
間

は
、
共
に
12
月
28
日
㊌
の
16
時

ま
で
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
平
成
29
年
1
月
4
日
㊌

か
ら
の
受
付
時
間
は
、
通
常
ど

お
り
8
時
30
分
〜
16
時
で
す
。

市ごみ処理場の
搬入日程

家庭ごみ及び
事業系ごみ

12 月 23 日㊎㊗ 搬入できません

12 月 25 日㊐ 9 時 30 分～ 15 時 30 分

12 月 26 日㊊～ 30 日㊎ 8 時 30 分～ 16 時
12 月 31 日㊏～
平成 29 年 1 月 3 日㊋

搬入できません

各行政局の
搬入日程 家庭ごみ 事業系ごみ

12 月 23 日㊎㊗ 搬入できません

搬入
できません

12 月 25 日㊐ 9 時～ 12 時

12 月 26 日㊊～ 28 日㊌ 8 時 30 分～ 16 時
12 月 29 日㊍～
平成 29 年 1 月 3 日㊋

搬入できません

※自己搬入については、有料です。詳しくは、「ごみ収集
カレンダー」をご参照ください。

☆
12
月
18
日
㊐　

☆
13
時
30
分
〜
17
時
（
13
時
開

場
）

☆
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ハ
ナ
ヨ

「
ア
リ
ー
ナ
」

☆
◇
基
調
講
演
①

世
界
遺
産
を
巡
る
最
近
の
動
き

・
講
師　

松
浦 

晃
一
郎
さ
ん

（
前
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
）

◇
基
調
講
演
②

荒
俣 

宏　

熊
野
を
歩
く
〜
熊

野
は
さ
ら
に
奥
深
い
、
ま
だ
ま

だ
あ
る
ぞ
熊
野
の
魅
力
〜

・
講
師　

荒
俣 

宏
さ
ん
（
世
界

遺
産
熊
野
本
宮
館 

名
誉
館
長
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

世
界
遺
産
追
加
登
録
の
意
義
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

西
村 

幸ゆ
き
お夫

さ
ん
（
日
本
イ
コ

モ
ス
国
内
委
員
会 

委
員
長
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

岩
槻 

邦
男
さ
ん
（
兵
庫
県
立

人
と
自
然
の
博
物
館 

名
誉
館

長
）

五い
が
ら
し

十
嵐 

敬た
か
よ
し喜

さ
ん
（
法
政
大

学 

名
誉
教
授
）

辻
林 

浩
さ
ん
（
和
歌
山
県
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
長
）

真
砂 

充
敏
市
長

☆
「
世
界
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
参

加
希
望
」
の
旨
と
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
左
記
へ
電

話
又
は
E
メ
ー
ル
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☆
文
化
振
興
課 

文
化
財
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

☆forum
@

city.tanabe.lg.jp

☆
平
成
29
年
1
月
29
日
㊐
（
小

雨
決
行
・
荒
天
時
中
止
）

☆
◇
受
付　

7
時
30
分
〜
8
時

◇
ス
タ
ー
ト

・
市
民
駅
伝　

9
時
10
分

・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
駅
伝　

10
時

20
分
（
男
子
）、
11
時
（
女
子
）

☆
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

☆
◇
市
民
駅
伝

高
校
生
を
除
く
市
内
に
在
住
又

は
勤
務
し
て
い
る
方
、
市
内
中

学
生

◇
子
ど
も
ク
ラ
ブ
駅
伝

田
辺
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
育
成
協

議
会
の
会
員
の
方

■
種
目

◇
市
民
駅
伝

・
一
般
男
子
の
部
、
中
学
生
男

子
の
部　

全
５
区

・
一
般
女
子
の
部
、
中
学
生
女

子
の
部　

全
４
区

※
中
学
生
男
子
の
部
、
中
学
生

女
子
の
部
は
学
校
単
位
で
申
し

込
む
こ
と

・
地
域
の
部　

全
５
区

※
市
内
20
公
民
館
区
を
単
位
と

し
た
チ
ー
ム
編
成
。
男
女
混
成

チ
ー
ム
可

・
あ
ひ
る
の
部　

全
５
区

※
大
会
当
日
の
５
名
の
満
年
齢

が
２
２
２
歳
以
上
。
男
女
混
成

チ
ー
ム
可

◇
子
ど
も
ク
ラ
ブ
駅
伝

・
男
子
の
部
・
女
子
の
部　

全

５
区

☆
平
成
29
年
1
月
13
日
㊎
﹇
必

着
﹈
ま
で
に
、
所
定
の
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
左
記
に
あ
る
各
担
当
課
ま

で
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加

申
込
書
・
コ
ー
ス
図
は
各
担
当

課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

得
で
き
ま
す
。

☆
◇
市
民
駅
伝

〒
６
４
６
―

０
０
６
１

上
の
山
一
丁
目
23
―

1
―

1

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

市
民
ス

ポ
ー
ツ
係
（
田
辺
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
管
理
事
務
所
内
）　

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
２
５
３
１

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
０
３
８
７

☆sports@
city.tanabe.

lg.jp☆

h
ttp

://w
w

w
.city

.
tan

ab
e.lg

.jp
/sp

o
rts/

index.htm
l

◇
子
ど
も
ク
ラ
ブ
駅
伝

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
８

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
６
０
２
９

☆shougai@
city.tanabe.

lg.jp
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平成 28 年度全国学力・学習状況調査が行われました
■問合せ　学校教育課 指導係（☎ 0739-26-9942）

　4 月 19 日に、小学 6 年生・中学 3 年生を対象とし、国語と算数 / 数学の「知識」に関する A問題と「活用」に
関する B問題から構成された学力調査が行われました。詳しくは、ホームページに掲載しています。
☆ https://www.city.tanabe.lg.jp/gakkou/index.html

和歌山県、全国と比較した田辺市の領域別正答率（単位：%）　◎…3％以上高い　▼…3％以上低い　○…ほぼ同じ

◇中学 3 年生

◇小学 6 年生

■学習状況調査の結果から（抜粋）

■学力調査の結果から

◇今後の取組
○教育委員会では、調査の分析結果を基に教員の授業力向上のための研修を行います。
○各学校では、調査の分析結果から課題を明らかにし、授業改善に取り組みます。

国語 A 国語 B
和歌山県 全国 和歌山県 全国

話すこと・聞くこと ○ ○ ○ ○

書くこと ○ ○ ○ ○

読むこと ○ ○ ○ ○

伝統的な言語文化と
国語の特質について ○ ▼ ― ―

算数 A 算数 B
和歌山県 全国 和歌山県 全国

数と計算 ○ ◎ ○ ○

量と測定 ○ ○ ○ ○

図形 ○ ○ ○ ○

数量関係 ○ ▼ ○ ○

質問事項
小 6 中 3

学習状況調査についての考察田辺市 全国 田辺市 全国

学校生活に関すること
（「当てはまる」「どちら
かといえば当てはまる」
と答えた割合）

学校に行くのは楽しい
と思いますか 87.3 86.3 81.8 81.4 「当てはまる」「どちらかといえば

当てはまる」と回答した子供が増
えています。学校では、今後も子
供たちが楽しく生活でき、達成の
喜びが感じられる学校づくりをし
ていきます。

学級みんなで協力して
何かをやり遂げ、うれし
かったことがありますか

89.9 86.3 88.3 84.2

授業に関すること
（「している」「どちらか
といえばしている」と答
えた割合）

授業のはじめに目標（目
当て）が示されていた
と思いますか

91.0 87.6 89.7 84.9

授業では目当てが示され、発表や
話し合いの機会が与えられている
と答えた子供が多くなっています。
学校では自分で考え、工夫したり、
文章で表現する力を伸ばす授業づ
くりをしていきます。

授業の最後に学習内容
を振り返る活動を行っ
ていたと思いますか

77.1 76.1 56.8 63.1

授業では、自分の考え
を発表する機会が与え
られていますか

85.9 85.1 82.6 84.1

授業では、話し合う活
動をよく行っていたと
思いますか

83.2 83.4 79.1 77.8

家庭生活に関すること
（「している」「どちらか
といえばしている」と答
えた割合）

家で、学校の宿題をし
ていますか 98.4 97.0 93.4 90.1

家でしっかりと宿題ができていま
す。学習内容を自分で考えて予習
や復習ができるようにしていきま
しょう。家庭学習に取り組む環境
づくりにご協力ください。

家で、自分で計画を立て
て勉強をしていますか 56.8 62.2 39.2 48.4

家で、学校の復習をし
ていますか 59.9 55.2 35.4 51.0

家で、学校の予習をし
ていますか 41.9 43.3 21.9 34.2

メディアに関すること
（「2時間以上」と答えた
割合）

1 日にどれくらい通話
やメール・インターネッ
トをしますか

8.7 10.4 31.4 30.1
テレビゲームを 2 時間以上すると
いう小学生の割合は、昨年度より
も減っています。家庭では、携帯
電話やスマートフォン、テレビゲー
ムについて、利用するときの約束
を決めることが必要です。

1 日にどれくらいテレ
ビゲームをしますか 28.1 29.7 40.0 34.9

（単位：％）

国語 A 国語 B
和歌山県 全国 和歌山県 全国

話すこと・聞くこと ○ ○ ― ―

書くこと ◎ ○ ◎ ○

読むこと ○ ○ ◎ ○

伝統的な言語文化と
国語の特質について ○ ○ ― ―

数学 A 数学 B
和歌山県 全国 和歌山県 全国

数と式 ○ ○ ○ ○

図形 ○ ○ ○ ○

関数 ○ ○ ○ ○

資料の活用 ○ ○ ◎ ○
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まちの話題

地元の産品をどうぞ♪

　11 月 13 日㊐、スポーツパークで農
林水産業まつりが開催されました。4年
連続で雨が続きましたが、29 回目を迎
える今年は、久しぶりの晴天に恵まれ、
子供からお年寄りまで、多くの方でにぎ
わいました。
　おなじみの農産物や木工品の展示販
売・農産物品評会を始め、模擬店や子供
も楽しめるストラックアウト・○×クイ
ズ・梅の種飛ばし大会等を開催。最後は
餅まきで締めくくられました。
　参加した女性は「去年から参加してい
ます。子供対象のイベントがあるので、
親子で楽しめていいですね」と話してく
れました。

みんなで舞った
皆瀬神社のお祭りもしものときに備えて

　11 月 3日㊍㊗、龍神村龍神の皆瀬神社で毎年恒
例のお祭りがあり、大人は屋台を担いで練り歩き、
子供たちも天狗や獅子舞となって参加するなど、地
域みんなで盛り上がりました。

　11 月 4 日㊎、市内沿岸部の小中学校や幼稚園、
保育所で南海トラフ地震による津波を想定した訓練
があり、参加した生徒や児童、園児たちは、最寄り
の高台を目指して避難しました。

梅干しの不思議なチカラを
描いた絵本を地域内外でＰＲ

紀南を拠点に
女子硬式野球チーム発足

　梅産業観光フェア実行委員会は、コミュニティ助
成事業を活用して、大人も楽しめる梅の絵本「おと
うさん梅干しに興味なし」を製作し、市内の学校や
図書館、東京のわかやま紀州館などで配布しました。

　11 月 8日㊋、田辺スポーツパークで女子硬式野
球チーム「和歌山ファイティングバーズNANA」
の発足と、元女子硬式野球日本代表の川

かわほ

保麻弥さん
の監督就任が発表されました。

10 周年を記念して豪華ゲストも
田辺・弁慶映画祭

　11 月 11 日㊎～ 13 日㊐、紀南文化会館で第 10 回田辺・弁慶
映画祭が開催され、延べ 4,000 名の方が訪れました。
　12日には、今年の夏に市内で撮影された『ポエトリーエンジェ
ル』が上映されました。上映後は、飯塚俊光監督や岡山天音さん、
武田玲奈さんが舞台に登場しトークショーを開催。また、最終日は、
『モヒカン故郷に帰る』の沖田修一監督と松田龍平さんが舞台挨
拶をしました。表彰式では、弁慶グランプリ・映検審査員賞・市
民賞を獲得した『空（カラ）の味』の塚田万理奈監督が、「支え
てくれた方々に感謝です」と涙ながらに受賞の喜びを語りました。
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　 お し ら せ ボ ッ ク ス 　

おしらせ　
　ボックス

脳
若
が
え
り
塾
（
認
知
症
予

防
教
室
）
を
開
催
し
ま
す

　

認
知
機
能
を
高
め
る
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
」
を
活
用
し
認
知
症
予
防
に
取

り
組
み
ま
す
。
み
ん
な
と
一
緒
に

マ
ー
ジ
ャ
ン
の
ル
ー
ル
を
基
礎
か

ら
学
び
合
う
の
で
、
初
め
て
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
す
る
方
も
楽
し
く

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
平
成
29
年
1
月
17
日
～
3
月
21

日
の
毎
週
㊋
（
全
10
回
）

☆
13
時
30
分
～
15
時
30
分

☆
万
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

☆
◇
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

速
歩
き
健
康
塾
を
開
催
し
ま
す

　

歩
く
こ
と
で
健
康
に
な
れ
る
と

い
う
素
晴
ら
し
い
健
康
法
、
そ
れ

が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！ 

で
も
、
習

慣
付
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
誰
で
も

簡
単
に
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る

第
一
歩
と
し
て
、
活
動
計
を
使
っ

た
「
速
歩
き
健
康
塾
」
を
開
催

し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い

け
る
よ
う
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。「
歩
く
の
は
ち
ょ
っ
と

︙
︙
」
と
い
う
方
で
も
、
活
動
計

を
付
け
る
だ
け
で
、
自
然
と
歩
き

た
く
な
っ
て
き
ま
す
よ
！ 

皆
さ

ん
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
平
成
29
年
1
月
12
日
㊍
、
20
日

㊎
、
2
月
2
日
㊍
、
16
日
㊍

☆
13
時
30
分
～
15
時
30
分

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
「
交

流
ホ
ー
ル
」

☆
◇
速
歩
き
健
康
法
に
つ
い
て

（
活
動
計
を
実
際
に
使
用
し
ま
す
。）

◇
速
歩
き
体
験

◇
理
学
療
法
士
に
よ
る
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
利
点
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ボ
ー
イ
ズ
タ
ウ
ン
コ
モ
ン
セ

ン
ス
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ（
Ｃ

Ｓ
Ｐ
）
学
齢
期
版
連
続
講
座

を
開
催
し
ま
す

☆
平
成
29
年
1
月
24
日
～
3
月
1

日
の
毎
週
㊋
（
全
6
回
）

法
」
の
お
話･

実
践

◇
食
事
に
つ
い
て
考
え
よ
う

◇
長
谷
川
仁
美
先
生
に
よ
る
室
内

運
動
（
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）

☆
①
40
～
64
歳
の
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方

②
田
辺
市
国
保
の
実
施
す
る
特
定

健
康
診
査
受
診
者
の
方（
74
歳
ま
で
）

※
原
則
4
回
と
も
参
加
で
、
①
か

②
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方

※
新
規
申
込
み
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

☆
20
名
［
先
着
］

☆
筆
記
用
具
・
運
動
靴
・
眼
鏡
（
必

要
な
方
）・
飲
物
・
タ
オ
ル

■
服
装
等　

動
き
や
す
い
服
装
と
靴

☆
12
月
12
日
㊊
～
27
日
㊋
に
左
記

へ
直
接
又
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

※
第
6
回
は
3
月
1
日
㊌

☆
9
時
30
分
～
11
時
30
分

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
「
青

少
年
ホ
ー
ル
」

☆
子
供
に
「
し
て
は
だ
め
」
で
は

な
く
、「
こ
う
し
て
ね
」
と
教
え

る
方
法
を
大
人
（
親
等
）
が
学
ぶ

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
最
大
の
児
童
福
祉
施

設 

「
ガ
ー
ル
ズ
・
ア
ン
ド
・
ボ
ー

イ
ズ
タ
ウ
ン
（
里
親
の
町
）」
で
、

長
年
の
研
究
に
よ
り
、
全
て
の
家

族
に
応
用
で
き
る
実
践
的
な
指
導

モ
デ
ル
と
し
て
開
発
さ
れ
た
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
子
供
の
問
題

行
動
を
減
ら
し
、
望
ま
し
い
行
動

を
増
や
す
た
め
の
効
果
的
な
育
児

の
方
法
を
、
大
人
（
親
等
）
が
実

践
的
に
学
べ
ま
す
。

　

人
と
関
わ
る
た
め
に
は
、
社
会

ス
キ
ル
が
必
要
で
す
。
子
供
が
社

会
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
子
供
に
教
え
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
び
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

☆
◇
小
・
中
学
生
の
保
護
者
（
父

母
・
祖
父
母
・
養
育
者
）、
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
関
心
の
あ
る
支
援
者

◇
原
則
全
6
回
参
加
で
き
る
方

☆
15
名
［
先
着
］

☆
12
月
12
日
㊊
か
ら
、下
記
へ
住
所・

氏
名
・
電
話
番
号
を
電
話
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
防

災
講
座
を
開
催
し
ま
す

☆
平
成
29
年
1
月
7
日
㊏

☆
13
時
30
分
～
15
時
30
分

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
「
交

流
ホ
ー
ル
」

☆
◇
演
題　

家
族
を
守
る
防
災
術

～
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！ 

暮
ら
し

の
中
の
知
恵
と
工
夫
～

　

身
の
回
り
に
あ
る
も
の
を
使
っ

て
、
力
の
な
い
方
で
も
救
助
・
脱

出
が
で
き
る
知
恵
と
技
や
、
子
連

れ
で
避
難
す
る
方
法
等
、
実
践
を

交
え
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
大
切
な
命
を
守
る
ヒ
ン
ト
が

い
っ
ぱ
い
。家
族
や
近
所
の
方
等
、

周
囲
の
み
ん
な
が
役
立
つ
知
識
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。（
自
主
保
育
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

■
講
師　

あ
ん
ど
う 

り
す
さ
ん

（
ア
ウ
ト
ド
ア
流
防
災
ガ
イ
ド
）

☆
50
名
［
先
着
］

☆
12
月
14
日
㊌
～
28
日
㊌
に
、
電

話
又
は
F
A
X
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
８
３
２
３

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

◇
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る

「
認
知
症
の
理
解
と
予
防
に
つ
い

て
」
の
お
話
と
相
談

◇
簡
単
な
テ
ス
ト

◇
毎
日
の
取
組
（
脳
ト
レ
ド
リ
ル

等
）

◇
健
康
講
座　

等

☆
16
名
［
先
着
］

☆
65
歳
以
上
の
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方
で
、
10
回
通
し
て
参
加
可

能
な
方

※
新
規
申
込
み
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

☆
筆
記
用
具
・
眼
鏡
（
必
要
な
方
）

☆
12
月
12
日
㊊
～
16
日
㊎
に
左
記

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
や
す
ら
ぎ
対
策
課 
高
齢
福
祉
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
１
０

■
一
時
保
育　

予
約
制
で
す
。［
先

着
］

☆
子
育
て
推
進
課 

こ
ど
も
家
庭
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
２
７

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
７
７
５
０

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
１

◇
龍
神
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
３
０
１

◇
中
辺
路
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
６
４
）
０
５
０
４

◇
大
塔
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
２
１
２

◇
本
宮
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
１
１
６
４

平
成
29
年
度
（
公
財
）
小
山
育

英
会
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

☆
大
学
・
短
大
・
高
専
・
高
校
に

4
月
に
進
学
す
る
方
又
は
編
入
す

る
方
で
、
保
護
者
が
市
内
及
び
西

牟
婁
郡
内
に
住
所
を
有
す
る
方

※
通
信
教
育
・
専
攻
科
・
別
科
・
大

学
院
及
び
各
種
専
修
学
校
を
除
く
。

■
申
請
基
準　
（
公
財
）
小
山
育

英
会
推
薦
収
入
基
準
内
に
該
当
す

る
世
帯

■
提
出
書
類　

奨
学
生
願
書
・
奨

学
生
推
薦
調
書
・
所
得
証
明
書

☆
12
月
8
日
㊍
～
平
成
29
年
１
月

16
日
㊊

※
面
接
試
験
が
あ
り
ま
す
。（
３

月
上
旬
～
中
旬
を
予
定
）

■
申
請
先　

在
学
中
の
学
校
及
び

卒
業
し
た
学
校

■
結
果
発
表　

選
考
会
で
選
考
の

上
、
３
月
下
旬
に
内
定

■
奨
学
金
及
び
採
用
人
数

※
金
額
は
月
額
。
返
還
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
編
入
者
は
若
干
名

採
用
。

①
大
学　

１
万
８
０
０
０
円

②
短
大
等　

１
万
２
０
０
０
円

（
①
②
合
わ
せ
て
5
～
10
名
程
度
）

◇
高
校
・
高
専　

８
０
０
０

円
（
※
高
専
４
～
５
年
生
は

１
万
２
０
０
０
円
に
増
額
）

（
5
～
10
名
程
度
）

☆
◇
教
育
総
務
課 

庶
務
係

学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
業

者
追
加
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

市
立
城
山
台
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
の
学
校
給
食
用
物
資
の
納

入
に
つ
い
て
、
見
積
り
合
わ
せ
等

を
依
頼
す
る
登
録
業
者
を
募
集
し

ま
す
。

※
既
に
納
入
業
者
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、
登
録
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
納
入
物
資
の
希
望
種

目
の
追
加
又
は
変
更
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
別
に
変
更
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
の
有
効
期
間

平
成
29
年
４
月
～
平
成
31
年
３
月

☆
◇
国
税
及
び
市
区
町
村
税
を
完

納
し
て
い
る
こ
と

◇
営
業
許
可
や
開
業
届
等
を
必
要

と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該

許
可
等
を
有
す
る
方

◇
申
請
年
の
申
請
日
を
基
準
と
し

て
、
同
種
の
営
業
を
引
き
続
き
２

年
以
上
営
ん
で
い
る
方
（
組
織
変

更
、
合
併
等
の
事
情
に
よ
り
同
様

と
認
め
ら
れ
る
方
も
含
む
。）

◇
市
内
に
本
店
又
は
支
店
・
営
業

所
等
を
有
す
る
こ
と
。
支
店
・
営

業
所
等
で
登
録
す
る
場
合
は
、
申

請
年
の
申
請
日
を
基
準
と
し
て
、

市
内
に
支
店
・
営
業
所
等
を
設
立
・

開
設
し
て
か
ら
１
年
以
上
経
過
し

て
い
る
こ
と

■
登
録
資
格
審
査
基
準

　

納
入
業
者
は
、
次
の
各
基
準
に

よ
り
登
録
資
格
審
査
を
行
い
ま

す
。（
指
定
物
資
は
除
く
。）

◇
市
内
に
営
業
所
等
を
有
し
、
納

税
義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

◇
学
校
給
食
を
理
解
し
、
品
質
が

良
く
衛
生
的
・
安
全
で
良
心
的
価

格
で
製
品
が
納
入
で
き
、
指
定
し

た
期
日
・
時
間
・
場
所
に
指
示
し
た

内
容
の
製
品
が
納
入
で
き
る
こ
と

◇
常
時
営
業
が
行
わ
れ
、
営
業
経

歴
及
び
営
業
状
態
が
良
好
で
あ
る

こ
と
（
２
年
以
上
そ
の
営
業
が
継

続
さ
れ
、
工
場
・
店
舗
等
固
定
し

た
営
業
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
）

◇
食
品
に
関
す
る
法
律
及
び
諸
規

定
が
遵
守
さ
れ
、
か
つ
、
営
業
管

轄
地
の
保
健
所
の
食
品
衛
生
監
視

票
に
よ
る
点
数
が
基
準
点
以
上
で

あ
る
こ
と

◇
事
業
主
・
従
業
員
の
健
康
管
理

（
検
便
・
健
康
診
断
等
）
が
十
分

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
営
業
所

等
へ
の
立
入
検
査
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

■
納
入
物
資

精
肉
・
青
果
物
・
魚
介
・
冷
凍
食

品
・
調
味
料
・
乾
物
・
精
米　

等

☆
12
月
１
日
㊍
～
20
日
㊋
の
９
時

～
16
時
30
分
に
左
記
で
交
付
す
る

申
請
書
等
に
記
入
の
上
、
左
記
へ

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

☆
市
立
城
山
台
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

城
山
台
３
―

１

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
１
４
０
６
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　 お し ら せ ボ ッ ク ス 　

工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付
を
し
ま
す

☆
平
成
29
・
30
年
度
に
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
設
計
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
事
業
者

■
受
付
期
間

平
成
29
年
1
月
4
日
㊌
～
31
日
㊋

■
提
出
方
法

◇
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
事
業
者

は
左
記
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
右
記
以
外
の
事
業
者
は
左
記
へ

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
類 

◇
田
辺
市
指
定
様
式

◇
別
に
定
め
る
必
要
書
類

■
登
録
の
有
効
期
間

平
成
29
年
6
月
1
日
～
平
成
31
年

5
月
31
日

■
要
項
の
配
布　

　

左
記
で
行
っ
て
い
ま
す
。
郵
送

を
希
望
の
場
合
は
、
１
４
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆
契
約
課 

契
約
管
財
係
（
本
庁

舎
3
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５

新
屋
敷
町
1

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
４

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/keiyaku/index.htm
l

田
辺
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
候
補

者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

☆
田
辺
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
、
功
績
が

著
し
く
、
ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

新
庄
総
合
公
園
の
「
貸
し
花

壇
」
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

　

新
庄
総
合
公
園
の「
貸
し
花
壇
」

は
、
公
園
の
一
角
を
個
人
に
貸
し

出
し
、
花
植
え
、
施せ

ひ肥
や
草
む
し

り
な
ど
の
手
入
れ
を
参
加
者
に
任

せ
る
花
壇
と
し
て
貸
し
花
壇
利
用

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

貸
し
花
壇
は
、
3
．
24
㎡
の
区

画
と
1
㎡
の
区
画
が
あ
り
ま
す
。

■
区
画
数

◇
3
．24
㎡
の
花
壇　

38
区
画

※
空
き
区
画
状
況　

22
区
画

◇
1
㎡
の
花
壇　

 

10
区
画

※
空
き
区
画
状
況　

8
区
画

☆
管
理
課 

公
園
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
６

「
第
3
回
南
紀
田
辺
U
M
E

ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催

し
ま
す

☆
平
成
29
年
2
月
26
日
㊐

☆
9
時
45
分
～

☆
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
時
期
、
コ
ー

ス
は
梅
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
梅
の

香
り
が
漂
っ
て
い
ま
す
。「
季
節

と
梅
」
を
「
心
と
体
」
で
体
験
し
、

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
・

地
域
の
芸
術
環
境
づ
く
り
助

成
事
業
を
行
い
ま
す

☆
平
成
29
年
3
月
12
日
㊐

☆
15
時
30
分
～

☆
紀
南
文
化
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

☆
◇
演
題

大
阪
交
響
楽
団　

名
曲
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
１
７

◇
曲
名

・
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
ス
ラ
ヴ
舞

曲
」
第
1
集
よ
り
第
1
番 

作
品

46
―

1
・
八
木
澤 

教さ
と
し司

「
い
に
し
え
の
道

～
崇
高
な
る
紀
伊
の
大
自
然
を
讃

え
て
～
」

・
マ
ー
ラ
ー
「
交
響
曲
第
５
番
嬰

ハ
短
調
」

◇
指
揮　

寺
岡 

清
高

◇
管
弦
楽　

大
阪
交
響
楽
団

☆
２
０
０
０
円　

全
指
定
席
（
未

就
学
児
の
入
場
は
、
で
き
ま
せ

ん
。）

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
及
び
発
売
所

12
月
2
日
㊎
～

紀
南
文
化
会
館
・
文
化
振
興
課（
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階
）・
龍
神

市
民
セ
ン
タ
ー
・
中
辺
路
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
大
塔
総
合
文

化
会
館
・
本
宮
教
育
事
務
所

■
託
児
所　

託
児
料
は
１
０
０
０

円
（
要
予
約
）
で
、
0
～
5
歳
の

お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。
平
成
29

年
2
月
25
日
㊏
ま
で
に
下
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆ 

文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

整備した発電機

▲

宝
く
じ
は
広
く
社
会
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す

　

朝
日
ヶ
丘
自
主
防
災
会
・
下
福

井
区
自
主
防
災
会
が
、
㈶
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
自
主
防
災
組
織

育
成
助
成
事
業
）
を
受
け
て
、
地

域
の
防
災
活
動
に
必
要
な
資
機
材

（
発
電
機
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と

　

市
で
は
、
台
風
や
地
震
、
津

波
等
の
災
害
発
生
時
に
、
F
M 

T
A
N
A
B
E（
F
M
８
８
．
５
）

と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
災

害
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

放
送
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、「
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ
オ
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

企
画
広
報
課 

広
聴
広
報
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３

■
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ
オ

　

 http://www.sim
ulradio.info/

index.htm
l#kinki

災
害
発
生
時
の
情
報
提
供

吉
野
熊
野
国
立
公
園
指
定
80

周
年
＆
拡
張
記
念　

自
然
観

察
教
室
「
七
草
粥
を
作
ろ
う
」

を
開
催
し
ま
す

☆
平
成
29
年
１
月
７
日
㊏ 

☆
９
時
30
分
～
12
時

☆
☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン

タ
ー

■
講
師　

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ

ン
タ
ー
専
門
員
ほ
か

☆
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般　
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
持
ち
物　

採
集
用
具
・
ビ
ニ
ー

ル
袋
・
食
器
・
箸

■
服
装　

作
業
用
手
袋
・
防
寒
の

準
備
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

☆
前
日
ま
で
に
、
は
が
き
又
は
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
参
加

者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
６
―

０
０
５
１

稲
成
町
１
６
２
９

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆hikiiw
a@

m
b.aikis.or.jp

☆
毎
週
㊊
（
休
館
日
が
祝
日
の
場

合
は
、
そ
の
翌
日
）

「
自
然
の
味
・
自
然
の
お
い
し
さ
」

を
五
感
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

紀
州
石
神
田
辺
梅
林
に
も
近

く
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
前
日
や
当

日
の
完
走
後
に
梅
林
で
の
観
梅
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
当
日
、
会

場
で
は
飲
食
や
物
産
販
売
コ
ー

ナ
ー
・
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
・
餅
ま

き
を
開
催
し
ま
す
。

■
種
目
・
参
加
費

◇
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部　

４
５
０
０
円

◇
12
㎞
の
部　

３
５
０
０
円

☆
平
成
29
年
1
月
20
日
㊎
［
必
着
］

ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は

郵
便
振
替
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
郵
便
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
払
込
取
扱
票
を
発
送
し
ま
す
。

☆
Ｕ
Ｍ
Ｅ
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
（
牟
婁
商
工
会
内
）

☎
０
７
３
９
（
３
５
）
１
１
１
０

☆http://w
w

w
2.w

-shokokai.
or.jp/m

uro/

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
に
加
入
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以

前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い

た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹り

災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に
対

し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛

失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
、
で
き
う
る
限

り
の
範
囲
で
速
や
か
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
支
部
又
は
下
記
へ
お
問

合
せ
・
ご
相
談
い
た
だ
く
か
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
７
０
―

８
０
５
５

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1
―

24
―

1

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
７

☆
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
９
０

☆http://w
w

w
.rintaikyo.

taisyokukin.go.jp

田
辺
市
花
と
み
ど
り
い
っ
ぱ

い
助
成
事
業
を
行
い
ま
す

　

市
民
グ
ル
ー
プ
が
土
地
所
有
者

の
承
諾
を
得
て
、
空
地
等
に
花
苗

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
、
地

域
で
行
う
活
動
や
事
業
に
必
要
な

施
設
・
設
備
の
整
備
に
対
し
て
助

成
す
る
事
業
で
す
。

☆
◇
防
災
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域

防
災
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
６

◇
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
（
３
５
０
４
）
０
８
４
１

競
技
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ

た
個
人
や
団
体
を
対
象
に
選
考
を

行
い
ま
す
。

☆
市
在
住
又
は
出
身
者
（
原
則
ア

マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
）

■
対
象
期
間

平
成
28
年
中
（
1
月
1
日
㊎
㊗
～

12
月
31
日
㊏
）

※
期
間
内
開
催
大
会
で
の
成
績

■
推
薦
期
日

平
成
29
年
1
月
6
日
㊎

☆
各
種
団
体
等
の
代
表
者
か
ら
所

定
の
書
類
で
、
直
接
又
は
郵
送
・

F
A
X
で
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

☆
田
辺
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
選
考
委
員

会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
）

〒
６
４
６
―

０
０
６
１

上
の
山
一
丁
目
23
―

1
―

1

田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
管
理
事
務

所
内

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
２
５
３
１

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
０
３
８
７

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
植
え
る
場
合

に
、
１
団
体
に
つ
き
６
万
円
相
当

分
の
花
苗
を
差
し
上
げ
ま
す
。
花

と
み
ど
り
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
募
集
団
体
数　

60
団
体

☆
管
理
課 

公
園
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
６

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ　

労
働

保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
か
？

　

正
社
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
等
、雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ
て
い
る

場
合
、
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加

入
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ
の
手
続

が
必
要
で
す
。

　

左
記
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

☆
◇
和
歌
山
労
働
局 

労
働
保
険

徴
収
室

☎
０
７
３
（
４
８
８
）
１
１
０
２

◇
田
辺
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
４
６
９
４

◇
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
辺

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
２
６
２
６
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　 お し ら せ ボ ッ ク ス 　

～ 12月の納税～～田辺市の人口～
（平成 28年 10月末現在）

■固定資産税・都市計画税…第 3期分
■市県民税 年金特別徴収…12月徴収分、給与特別徴収分…11月徴収分
■国保税 普通徴収…第 6期分、特別徴収…12月徴収分
■介護保険料 普通徴収…第 6期分、特別徴収…12月徴収分
■後期高齢者医療保険料 普通徴収…第6期分、特別徴収…12月徴収分 
※納期限を過ぎて納付されますと、督促手数料及び延滞金を加算
する場合があります。

36,089 人
40,493 人
76,582 人
35,548 世帯
       36 人

前月比
（－ 36）
 （－ 36）
（－ 72）
 （－ 9）

（男24･　女12）

  男
  女
  計
世帯
出生

鉄
道
・
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

自
家
用
車
の
普
及
に
伴
い
、
公

共
交
通
機
関
で
あ
る
鉄
道
や
路
線

バ
ス
の
利
用
者
数
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

当
市
で
は
住
民
バ
ス
を
運
行
す
る

ほ
か
、
生
活
交
通
路
線
維
持
確
保

対
策
事
業
と
し
て
路
線
バ
ス
事
業

者
に
補
助
金
を
交
付
し
、
赤
字
路

線
の
運
行
維
持
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協

議
会
の
会
員
と
し
て
も
鉄
道
の
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

鉄
道
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機

関
の
利
用
者
の
減
少
は
路
線
の
維

持
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ

り
、
生
活
基
盤
を
は
じ
め
、
地
域

振
興
や
産
業
振
興
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
交
通
機
関
を
地
域
で
支
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
家
用
車
の
使
用
を
控

え
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

こ
と
は
、
ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
の

消
費
を
抑
え
、
地
球
環
境
の
保
全

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

鉄
道
や
路
線
バ
ス
の
維
持
確
保

と
環
境
保
全
の
取
組
の
一
環
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
J
R
紀
勢
本
線
の
特

急
く
ろ
し
お
号
停
車
駅
13
駅
（
箕

島
～
新
宮
）
で
12
月
17
日
㊏
か
ら

「
Iい
こ

か

C
O
C
A
」
が
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３

平
成
27
年
国
勢
調
査
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
27
年
10
月
1
日
を
調
査
期

日
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
平
成
27

年
国
勢
調
査
」
の
人
口
等
基
本
集

計
結
果
が
、
総
務
省
統
計
局
か
ら

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
人
口
及
び
世

帯
数
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
回
答
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
◇
企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３

◇
総
務
省
統
計
局

☆http://w
w

w
.stat.go.jp/

data/kokusei/2015/index.
htm

▲国勢調査イメージキャラクター　「センサス
くん」と「みらいちゃん」

高
齢
者
の
方
へ　

体
調
の
変

化
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

【
予
防
救
急
を
ご
存
じ
で
す
か
？
】

　

救
急
車
を
呼
ば
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
る
前
に
、
事
前
に
一
人
ひ

と
り
が
注
意
や
心
掛
け
を
行
い
、

け
が
や
病
気
を
防
ぐ
こ
と
を
予
防

救
急
と
言
い
ま
す
。
高
齢
者
の
け

が
や
病
気
は
、
深
刻
な
状
況
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
特
に
高
齢
者
の
方
に
予
防
救

急
の
普
及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
の
生
活
か
ら
け
が
や
病

気
を
予
防
し
、
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注

意
や
取
組
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
寒
い
日
の
お
風
呂
に
注
意
！

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
を
ご
存
じ

で
す
か
？
】

　

こ
の
時
期
、
入
浴
中
に
意
識
を

無
く
し
た
り
、
ト
イ
レ
で
胸
が
苦

し
く
な
っ
た
り
し
て
救
急
搬
送
さ

れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

暖
か
い
部
屋
か
ら
急
に
寒
い
ト

イ
レ
に
入
っ
た
り
、
寒
い
脱
衣
場

か
ら
急
に
暖
か
い
湯
船
に
入
っ
た

り
す
る
と
、
血
圧
が
急
激
に
変
化

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
心
臓
に
負

担
が
掛
か
り
、
気
を
失
っ
た
り
、

胸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
を
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と

言
い
ま
す
。

　

入
浴
中
に
亡
く
な
る
人
は
、
年

間
１
万
７
０
０
０
人
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
が
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
も
の
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
事
例（
田
辺
市
消
防
本
部
管
内
）

◇
湯
船
に
沈
ん
で
い
る
の
を
家
族

が
発
見 （
83
歳 

女
性 

死
亡
）

◇
湯
船
に
入
っ
た
ま
ま
の
状
態

を
翌
日
ヘ
ル
パ
ー
が
発
見 

（
74
歳 

男
性 

死
亡
）

◇
浴
室
で
意
識
を
失
く
し
倒
れ
た 

（
70
歳 

女
性 

心
筋
梗
塞 

重
症
）

◇
脱
衣
場
で
意
識
を
失
く
し
倒
れ

た
（
76
歳 

女
性 

く
も
膜
下
出
血 

重
症
）

◇
ト
イ
レ
に
座
っ
た
ま
ま
の
状
態

を
友
人
が
発
見（
89
歳 

女
性 

死
亡
）

■
予
防
す
る
に
は

◇
入
浴
前
に
脱
衣
場
・
浴
室
を
温

め
て
お
く
。

◇
湯
船
の
温
度
は
41
度
以
下
に
す
る
。

◇
入
浴
前
に
足
元
か
ら
心
臓
に
向

か
っ
て
、順
に「
か
け
湯
」を
す
る
。

◇
特
に
高
血
圧
の
方
や
高
齢
者
の

方
は
注
意
す
る
。

◇
食
事
の
直
後
や
飲
酒
後
は
、
入

浴
し
な
い
。

◇
入
浴
す
る
際
は
、
家
族
に
一
声

掛
け
る
。

◇
家
族
の
方
は
、
時
々
声
を
掛
け

て
様
子
を
見
る
。

【「
＃
７
１
１
９
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
】

　

急
な
病
気
を
発
症
し
た
等
の
緊

急
時
に
は
、
対
応
に
迷
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
「
＃
７
１
１
９
」
に
電
話
を

掛
け
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

＃
７
１
１
９
は
、
医
師
や
看
護

師
と
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊

急
性
の
高
い
傷
病
者
の
早
期
受
診

を
促
し
、
ま
た
緊
急
性
の
低
い
傷

病
者
に
は
必
要
な
助
言
を
し
て
、

救
急
車
の
利
用
及
び
救
急
医
療
の

利
用
の
適
正
化
を
図
る
も
の
で
す
。

☆
田
辺
市
消
防
本
部 

警
防
課

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
９
０
６
９

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/shoubo/index.htm
l

平成 27 年国勢調査 平成 22 年国勢調査
（前回）

平成 22 年～ 27 年
の増減数

平 成 22 年 ～ 27 年
の増減率

人口総数
（単位：人）

男
（単位：人）

女
（単位：人）

世帯数
（単位：世帯）

人口総数
（単位：人）

世帯数
（単位：世帯）

人口総数
（単位：人）

世帯数
（単位：世帯）

人口総数
（単位：％）

世帯数
（単位：％）

田辺市合計 74,770 35,108 39,662 32,163 79,119 32,693 △ 4,349 △ 530 △ 5.50 △ 1.62
旧田辺市 63,264 29,666 33,598 26,990 66,093 27,019 △ 2,829 △ 29 △ 4.28 △ 0.11
旧龍神村 3,252 1,536 1,716 1,423 3,719 1,527 △ 467 △ 104 △ 12.56 △ 6.81
旧中辺路町 2,746 1,305 1,441 1,277 3,040 1,386 △ 294 △ 109 △ 9.67 △ 7.86
旧大塔村 2,701 1,292 1,409 1,102 3,032 1,232 △ 331 △ 130 △ 10.92 △ 10.55
旧本宮町 2,807 1,309 1,498 1,371 3,235 1,529 △ 428 △ 158 △ 13.23 △ 10.33

今年度の年末年始の閉庁は
一部の業務を除き

12月29日㊍～1月3日㊋です。

年末年始の
閉庁について

後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ　

〜
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
た

か
〜

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
重

症
化
予
防
の
た
め
、
対
象
の
方
に

は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
健
康
診
査
受
診
券
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
受
診
券
を
お
持
ち
の
方
で
、

ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
健

康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

【
医
科
健
康
診
査
】

☆
75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
以
上
75

歳
未
満
で
、
一
定
の
障
害
認
定
を

受
け
ら
れ
た
方

◇
検
査
項
目　

問
診
・
計
測
・
診

察
・
脂
質
・
肝
機
能
・
尿
・
腎
機

能
・
代
謝
系

☆
６
０
０
円

【
歯
科
健
康
診
査
】

☆
平
成
28
年
3
月
末
で
75
歳
・
80

歳
・
85
歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
方

◇
検
査
項
目　

問
診
・
口こ
う
く
う腔
内
検

査
・
口
腔
機
能
検
査

【
共
通
事
項
】

☆
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実
施

医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

☆
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合

☎
０
７
３
（
４
２
８
）
６
６
８
８

肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
を
受
診
し

ま
せ
ん
か

　

和
歌
山
県
の
肺
が
ん
死
亡
率

は
全
国
と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
た

め
に
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
重
要
で
す
。
が
ん
発
見
に
効

果
的
な
「
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
」
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
是
非
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
平
成
29
年
3
月
末
で
55
歳
・
60

歳
・
65
歳
の
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
で
、
市
検
診
事
業
の
肺
が
ん

Ｘ
線
検
査
に
変
え
て
Ｃ
Ｔ
検
診
を

希
望
す
る
方

※
市
外
へ
転
出
し
た
場
合
、
今
年

度
の
市
検
診
事
業
で
肺
が
ん
Ｘ
線

検
査
（
人
間
ド
ッ
ク
で
の
受
診
も

含
む
。）
を
既
に
受
診
さ
れ
た
場

合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

■
手
続
方
法　
「
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検

診
」受
診
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

下
記
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
時
は
、
未
使
用
の
当
市
発
行
の

「
肺
が
ん
検
診
受
診
券
」・
本
人
確

認
書
類
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免

許
証
等
）
を
左
記
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

☆
５
０
０
０
円

☆
受
診
券
の
交
付
後
、
希
望
す
る

医
療
機
関
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

◇
紀
南
病
院 

健
診
部
（
新
庄
町

46
―

70
）

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
５
１
３
０

◇
南
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
（
た

き
な
い
町
27
―

1
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
７
０
５
０

◇
健
診
セ
ン
タ
ー
キ
タ
デ
（
御
坊

市
湯
川
町
財
部
７
３
３
―

1
）

☎
０
７
３
８
（
２
４
）
３
０
０
０

■
実
施
期
間

平
成
29
年
3
月
31
日
㊎
ま
で

☆
◇
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

◇
各
行
政
局
住
民
福
祉
課

☎
2
ペ
ー
ジ
参
照
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た
な
べ
ス
マ
イ
ル

我
が
家
の
愛
ド
ル

子
育
て
ク
ラ
ブ

す
くす

く

防
災
コ
ラ
ム

備
え
て

安
心
！

お客様に一生寄り添うということ

　工務店でお客様の家作りをサポートしています。仕
事をする上で、家の良さを伝えることはとても大切で
すが、私はそれ以上に、お客様の人生のことを全力で
考えるということを大事にしています。
　仕事を始めた頃、お客様に家の良さを一生懸命伝え
ようと頑張っていましたが、うまくいかず悩んでいま
した。そんなとき、お客様とじっくり話をして、自分
のことを知ってもらうことで信頼を得る、ということ
を地域の棟りょうのやり方から教わり、考えが変わり
ました。お客様にとって、一生に一度の買物である家
を作る私たちの仕事は、生涯付き添い、責任を背負う
ことなんだと気付いたのです。それからはお客様も増
え、さらにその方が次のお客様をつなげてくださるな
ど、お客様同士のつながりもあるようです。これから
も、家作りを通して、この地域での暮らし方を提案し、
地域の輪を広げていきたいですね。

楽
し
く
食
べ
よ
う

　
皆
さ
ん
、「
食
育
」
と
い
う
言

葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

字
を

見
る
と
、
ま
さ
に
「
食
育
」
と
は

「
食
べ
る
こ
と
は
育
つ
こ
と
」
で

す
が
、
体
が
大
き
く
育
つ
だ
け
で

は
な
く
、
心
も
体
も
健
や
か
に
育

つ
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
好

き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ
と
は
大
事

で
す
が
、
た
だ
食
べ
る
だ
け
で
は

な
く
、
楽
し
く
食
べ
る
と
い
う
こ

と
が
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。

　
で
は
、
楽
し
く
食
べ
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
せ
っ
か

く
作
っ
た
の
に
食
べ
て
く
れ
な
い

…
…
と
悩
ま
れ
て
い
る
方
も
い
ま

す
よ
ね
。
そ
ん
な
と
き
は
「
食
べ

て
く
れ
な
い
」
と
難
し
い
顔
を

し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

「
お
い
し
い

よ
」「
人
参
き
れ
い
な
色
だ
ね
」

な
ど
と
言
葉
を
掛
け
た
り
、
大
人

が
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
み
せ
た

り
と
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
食
事
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
大
好
き

な
人
が
楽
し
ん
で
お
い
し
そ
う
に

食
事
を
す
る
姿
は
、
子
供
の
食
べ

る
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た

野
菜
の
栽
培
や
調
理
の
手
伝
い
を

す
る
の
も
良
い
で
す
ね
。
難
し
く

考
え
な
く
て
も
種
ま
き
や
水
や

り
、
玉
ね
ぎ
の
皮
む
き
や
ピ
ー
マ

ン
の
種
取
り
な
ど
、
少
し
で
も
食

に
関
わ
る
こ
と
で
、
食
材
へ
の
興

味
を
持
ち
、
食
べ
る
こ
と
が
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。
自
分
が
育
て

た
も
の
を
調
理
し
て
食
べ
る
な
ん

て
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
？

　「
食
育
」
は
子
育
て
そ
の
も
の

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
さ

ん
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
食
べ
て
く

だ
さ
い
ね
。
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～
12
月
生
ま
れ
～

　
皆
さ
ん
は
、
災
害
時
に
備
え
て

食
料
や
生
活
必
需
品
の
備
蓄
を
し

て
い
ま
す
か
。

　
非
常
食
の
備
蓄
と
聞
け
ば
、
多

く
の
方
は
「
3
年
、
5
年
と
長
期

保
存
の
効
く
非
常
食
を
大
量
に
買

い
込
み
、
保
存
し
て
お
く
こ
と
」

と
答
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
実

践
す
る
と
「
気
が
付
い
た
ら
消
費

期
限
が
大
幅
に
過
ぎ
て
い
て
全
部

廃
棄
し
た
」「
消
費
期
限
が
来
月
に

迫
っ
て
い
た
の
で
、
毎
日
の
よ
う

に
缶
詰
や
乾
パ
ン
を
食
べ
て
い
た
」

と
い
う
失
敗
が
起
こ
り
が
ち
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
非
常
食

の
備
蓄
方
法
が
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
法
で
す
。
こ
れ
は
、
備
蓄

し
て
い
る
非
常
食
を
日
常
的
に
食

べ
て
、
食
べ
た
ら
買
い
足
す
と
い

う
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
常

に
家
庭
に
新
し
い
非
常
食
が
備
蓄

さ
れ
て
い
る
と
い
う
「
消
費
し
な

が
ら
備
蓄
」
す
る
方
法
で
す
。
こ

の
方
法
に
は
、
様
々
な
プ
ラ
ス
面

が
あ
り
、
3
年
、
5
年
と
長
期
保

存
で
き
る
も
の
以
外
の
非
常
食
を

選
べ
る
の
も
、
そ
の
利
点
の
一
つ

で
す
。
1
年
の
消
費
期
限
で
あ
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
の
レ
ト
ル
ト
食
品

や
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
食
品
な
ど
、

多
彩
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
か
ら
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
家
族
そ
れ

ぞ
れ
の
口
に
合
っ
た
非
常
食
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
一
時
的
に

流
通
機
能
が
混
乱
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
各
家
庭
で
は
、

1
週
間
分
を
基
本
に
、
最
低
で
も

3
日
分
の
食
料
や
生
活
必
需
品
を

備
え
て
い
た
だ
く
よ
う
推
奨
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
法
を
用
い
た
非
常
食
の

備
蓄
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か

か
で
し
ょ
う
か
。

第
31
回
　
非
常
食
の
備
蓄
法
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」

石山 登
のぶひろ

啓 さん
42 歳　鮎川
工務店勤務

広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）の写真を募集しています。（氏名、住所、
生年月日、電話番号、簡単なコメントを添えてください。）1月生まれのお子さんの締め切りは、
12 月 1 日㊍です。通常よりも締切日が早いのでご注意ください。掲載できる枠に限りがあります
ので、先着順とさせていただきます。ご了承ください。
■あて先　〒 646-8545 新屋敷町１　企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

日向保育所 
山﨑　さゆり

高木　美
み ゆ

優ちゃん (2歳）
美優二才お誕生日おめでとう♡
おしゃべり上手で笑顔が最高の
美優ちゃん大好きです♡
お姉ちゃんとこれからも仲良く
すくすく成長してね♡

パパ・ママより

小山　冬
とうご

悟ちゃん (1歳）

根岸　翔
と あ

空ちゃん (6歳）

いつも元気いっぱいな冬悟。
はじめての誕生日おめでと
う！
これからも一緒にたくさん
遊ぼうね。    　 父、母より

まだまだ甘えん坊な翔空♡
6 歳のお誕生日おめでとう ( ＾ω＾ )
☆☆☆☆☆
洗濯物たたむの手伝ってくれる翔空☆
誰にでも優しい翔空☆そんな翔空が大
好きだよ♡
4月からはピカピカの一年生だね！お
勉強にスポーツに頑張ろうね(＾ω＾)
これからも弟翔

は る

琉と仲良く、元気に
育ってね☆

冨田　幸
こうせい

聖ちゃん (1歳）
こうちゃん、1歳のお誕生日お
めでとう！
いつもかわいい笑顔をいっぱい
ありがとう♡
その笑顔のために毎日がんばれ
ます。
これからも元気で優しい子に
育ってね！

お父さん・お母さんより



場
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お子さんと一緒に
　　おはなしのコーナー

!! 

必
撮

ま
ち
か
ど
特
派
員

図書館へ行こう

休 

館 

日

開 

館 

時 

間

※移動図書館の運行日程・巡回時間については下記までお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
○問合せ　市立図書館（☎ 0739-22-0697）（   http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html）

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が
、
地
域
情
報
を
発
信
★

た
な
べ
散
歩

ほ
の
ぼ
の

ジ
ェ
ン
の

ジ
ェ
ン
の

Ａ
L
O
H
A
！ 

国
際
交
流
員
の
ジ
ェ
ン
で
す
。

私
が
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
出
会
っ
た
、「
田
辺
な
ら
で
は
」
と
い
う

体
験
や
出
来
事
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
！

　
11
月
3
日
㊍
㊗
、
県
指
定
無
形

文
化
財
の
「
野
中
の
獅
子
舞
」
の

奉
納
と
今
年
10
周
年
を
迎
え
る

「
近
野
ま
る
か
じ
り
体
験
」
の
開

催
に
合
わ
せ
、
野
中
の
と
が
の
木

茶
屋
で
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
「
半

ご
ろ
し
団
子
」
の
復
活
販
売
が
あ

り
ま
し
た
。「
半
ご
ろ
し
」
と
は

何
と
も
物
騒
で
す
が
、
餅
米
を
半

分
だ
け
つ
い
て
潰
す
こ
と
か
ら
付

い
た
名
前
で
す
。

　
と
が
の
木
茶
屋
は
、
数
年
前
か

ら
無
人
休
憩
所
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
春
か
ら
、
地
元
の
住

民
が
中
心
と
な
り
、
訪
れ
る
人
を

お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
昔

か
ら
知
る
人
々
に
と
っ
て
、
山
の

上
に
静
か
に
た
た
ず
む
と
が
の
木

茶
屋
は
特
別
な
場
所
。
そ
こ
に
ま

た
人
の
姿
が
あ
る
こ
と
は
住
民
に

と
っ
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

ふ
だ
ん
は
お
茶
の
振
る
舞
い
と
観

光
案
内
の
対
応
が
中
心
で
す
が
、

野
中
の
獅
子
舞
の
奉
納
に
は
毎
年

本館＝毎週㊊、12/29㊍～ 1/4㊌（1/4 は館内整理）
龍神分室＝第 1･3㊏㊐、12/23㊎㊗、12/29㊍～ 1/3㊋
中辺路分室＝毎週㊐、12/23㊎㊗、12/29㊍～ 1/3㊋
大塔分室＝第 1･3･4㊏、毎週㊐、12/23㊎㊗、12/29㊍～ 1/3㊋
本宮分室＝毎週㊏㊐、12/23㊎㊗、12/29㊍～ 1/3㊋

と
が
の
木
茶
屋
と
半
ご
ろ
し
団
子

た
く
さ
ん
の
方
が
来
ら
れ
る
た

め
、
住
民
た
ち
で
、
名
物
で
あ
っ

た
半
ご
ろ
し
団
子
の
レ
シ
ピ
を
再

現
し
、復
活
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　
お
団
子
は
こ
の
お
祭
り
だ
け
の

復
活
で
す
が
、
と
が
の
木
茶
屋
は

今
後
も
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
ま
す
。

冬
場
は
訪
れ
る
人
も
少
な
く
な
る

た
め
、
1
月
〜
2
月
は
無
人
解
放

に
な
り
ま
す
が
、
来
春
、
ま
た
暖

か
く
な
っ
た
頃
、
皆
さ
ん
も
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

文
・
写
真
　
宍
塚 
美
由
紀

本館＝㊋～㊏ ９時 30分～ 19時 30分
　　 ㊐・㊗ ９時 30 分～ 18 時
分室＝９時～ 17 時
※龍神分室は、㊋～㊎ 20 時まで時間
延長あり。

■おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居
（対象：4歳くらいから）
本館＝ 12/4・11・18・1/8
　　　（全㊐、11 時～）
中辺路分室＝ 12/17㊏（10時 30 分～）
大塔分室＝ 12/10㊏（10 時 30 分～）

■おはなしのじかん
おはなしや わらべうたなど
（対象：小学生以上）
本館＝ 12/3・1/7（全㊏、11 時～）

■おはなしタイム
おはなしや 絵本の読み聞かせなど
（対象：4歳くらいから）
本館＝ 12/17（㊏、11 時～）

■ひよこタイム
赤ちゃん絵本の読み聞かせやわらべ
うたあそびなど（対象：0 ～ 2 歳く
らい）
本館＝ 12/21㊌（11 時～）

■こぐまタイム
絵本の読み聞かせやパネルシアター
など（対象：2～ 3歳くらい）
本館＝ 12/21㊌（11 時 30 分～）

地球を旅する生き物たち
監修／樋口　広芳　発行／ PHP研究所
　長い距離を旅して、元いた所に戻ってく
る生き物たち。なぜ移動するのか、どのよ
うに移動するのか、旅の途中に危険はない
のか。空・海・陸に分けて、いろいろな生
き物たちの驚きの旅を見ていきましょう。

眠れなくなる宇宙のはなし
著／佐藤　勝彦　発行／宝島社
　人間と宇宙との関わりを基本に、古代イ
ンドの宇宙観、宇宙を巡る宗教裁判、宇宙
の構造図、重力波の存在等、興味深くて眠
れなくなるような宇宙の話を、分かりやす
く紹介します。

ひとことコラム
　冬の寒い夜に囲炉裏端でおじいちゃんやおばあちゃん
の昔話を聞いた、という経験をした方はどれくらいおられ
るでしょうか。「語り継ぐ」という伝承の文化は、今では
ほとんど途絶えてしまいましたが、いろいろな本が出版さ
れていますので、子供たちに昔話を読み聞かせてあげて
ください。また、よその国の昔話や地元で語り継がれてき
た話を聞ける機会を見付けて、親子で出掛けられてはい
かがでしょう。当館では、毎月第1㊏ 11時から「おはな
しのじかん」を開催しています。是非、お越しください。（道）

　今回は中辺路町の高原で行われた熊野古道絵巻行列に参加し、初めて平安衣装
を着て、熊野古道を歩きました。田辺市に来てから熊野古道のことをいろいろ学
んだので、平安衣装を着れたことがとてもうれしかったです。大人から子供たち
までいろんな色と柄の平安衣装を着て並んで歩くと、とてもすてきでした。熊野
古道を歩くと、平安時代のような感じになり、昔は着物で遠い所から熊野古道を
歩いたことを考えるとすごいと思いました。草履で坂道を歩く時は足が滑り、何
回か草履が脱げそうになり大変でした。足元に気を付けながらゆっくり進み、き
れいな空気を吸いながら、素晴らしい景色を見て心が落ち着き、良かったです。
熊野古道を歩いている外国人の方たちが喜んで、熊野古道絵巻行列、和太鼓の演
奏や餅まきを見てたくさん写真を撮っていました。私は何人かの外国人と会話し、
全員田辺市のことを褒めていました。自然がすてきで、熊野古道を歩くとたくさん
日本の歴史と文化を学び、心も清まった気持ちになっ
て最高な旅だと言っていました。このイベントで外
国人の方たちと田辺の地元の人たちが一緒に笑って、
お互いの文化を教えて一つになることがとてもうれ
しかったです。今回は私だけでなく、たくさんの人
たちにとっていい思い出になったと思います。

第 9 回 熊野古道絵巻行列



相 程日談

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）

有 料 広 告
２枠連結（縦 46mm × 横 174mm）

　本紙（広報田辺）及び田辺市のホームページに掲載する有
料広告を募集しています。
　広告掲載を希望される方は、広告原稿を添えて掲載を希望
する月の２か月前の 20 日までにお申し込みください。
　詳しくは、企画広報課 広聴広報係までお問い合わせください。
☎0739-26-9963　　http://www.city.tanabe.lg.jp/kikaku/koukoku-kouhou.html

広報紙・ホームページへ広告を載せてみませんか？

有 料 広 告 募 集 中 ！

人権・登記・相続相談

市民・消費生活相談

外国人相談（English） 不登校・いじめ・
教育相談

子育て相談

介護相談

一般健康相談

家庭児童相談

女性電話相談

市民法律相談

ひきこもり相談

行政相談
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有料広告有料広告

　各施設申込み・抽選日

　編集後記

　　  おやこ健康カレンダー

広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

　市民の方に限ります。
■相談日（予約受付開始日）・相談員
12/12㊊（12/ 6 ）＝鈴木弁護士
12/19㊊（12/13）＝木戸弁護士
 1/10㊋（12/20）＝岡田弁護士
 1/16㊊（ 1/11）＝村上事務所
　社会福祉センター 3階「相談室」
（本庁舎東隣３階）
■予約方法　予約受付開始日から相談
日の正午までの間に、電話又は直接、
下記までお申し込みください。
　８名［先着］
■受付時間
平日 8時 30分～ 17時 15分
受付時に簡単に相談内容をお聞きします。
■相談時間
14 時～ 16時のうち、１人 15分間
（集合時間は予約時にお伝えします。）
※相談・聞き取りは、できるだけ本人
が応じてください。また、相談に関係
する書類があればお持ちください。
※弁護士職務基本規程に抵触すること
が判明した場合等は、当日の相談をお
受けできません。
　自治振興課 市民生活係
（本庁舎３階）☎ 0739-26-9911

▼最近気付いたこと▼本当に自分だけ
の時間がない！▼いろいろしたいこと
はありますが、取り掛かれない現状▼
プライベートと仕事を両立できるよう
に頑張ろう（ヤノマイ）

▼70年前の災害の記憶を話してくれた
熊代さん▼その語り口からは、地震と
津波のすさまじさがうかがえました▼
これを機に、災害と備えについて、も
う一度考えたいと思います（りーち☆）

▼作ることが好き▼キーホルダーや缶
バッヂ・しおりなど▼久々に作りたく
てそわそわしています▼道具の新調も
検討中▼好きなことをすると心も体も
リフレッシュしますよね（まいきー♡）

【生涯学習センター】
■貸室　11室（市民総合センター内）
（交流ホール・会議室・料理実習室など）
　平成29年3月分は1/4㊌から予約可
　生涯学習課 公民館係（☎ 0739-26-4925）
【紀南文化会館】
■大・小・展示ホール
平成30年1月分は1/4㊌ 9時から受付
■その他の施設
平成29年7月分は1/4㊌ 9時から受付
　　紀南文化会館（☎ 0739-25-3033）
　http://www.kinanbunkakaikan.jp

◇４か月児健診
12/13㊋＝田辺、15㊍＝大塔、20㊋
＝田辺、1/12㊍＝中辺路、13㊎＝田
辺
◇７か月児健診
12/14㊌＝田辺、15㊍＝大塔、21㊌
＝田辺、1/10㊋＝田辺、1/12㊍＝中
辺路
◇ 11か月児相談
12/2㊎＝田辺、15㊍＝大塔、16㊎
＝田辺、1/6㊎＝田辺、1/12㊍＝中
辺路
◇１歳６か月児健診
12/7㊌＝大塔・田辺、12/8㊍＝龍神、
22㊍＝田辺、1/11㊌＝田辺
◇２歳児相談
12/7㊌＝大塔、8㊍＝龍神、12㊊＝
田辺、26㊊＝田辺、1/12㊍＝田辺
◇３歳６か月児健診
12/6㊋＝田辺、7㊌＝大塔、8㊍＝龍
神、15㊍＝田辺、1/5㊍＝田辺
◇マタニティスクール
12/2㊎＝田辺、1/6㊎＝田辺
◇パパママ教室
12/11㊐＝田辺
　田辺…市民総合センター
龍神…龍神保健センター
中辺路…中辺路保健センター
大塔…大塔健康プラザ
本宮…本宮保健福祉総合センター
　時間など、詳しくは対象者に送付し
ている通知をご覧いただくか、健康増
進課健康管理係（☎ 0739-26-4901）
又は各行政局住民福祉課（☎ 2 ペー
ジ参照）までお問い合わせください。

　血圧測定後、保健師又は看護師が健
康について相談に応じます。
■相談日・場所
12/12㊊＝西部センター
12/13㊋＝芳養児童センター
12/19㊊＝南部センター
　10時～ 10時 30分
　健康増進課 健康管理係
（市民総合センター 2階）
☎ 0739-26-4901

■相談日・場所・相談員
12/ 2㊎＝龍神行政局
12/ 9㊎＝市民総合センター（人権相談のみ）
※ 12/2 は、人権擁護委員・法務局職
員、12/9 は人権擁護委員のみです。
　13時30分～15時30分
※受付は 15時まで
　法務局 田辺支局
（文里一丁目 11-9)☎ 0739-22-0698
※人権相談については㊏㊐㊗を除き、
法務局でも相談に応じます。ただし、
登記相談については事前にお問い合わ
せください。

■相談日・場所・相談員
12/ 2㊎Ⓒ＝龍神行政局・松本淳
12/ 6㊋Ⓑ＝社会福祉センター 3階
　　　　　　「相談室」・那須正治
　　　　　　（☎ 090-4640-3142）
12/20㊋Ⓑ＝本宮行政局・折戸富子
■相談時間
Ⓐ＝ 10時～ 11時
Ⓑ＝ 13時～ 15時
Ⓒ＝ 13時 30分～ 15時 30 分
　自治振興課 市民生活係
（本庁舎３階）☎ 0739-26-9911

　消費生活のトラブルや多重債務など
市民生活についての相談に応じます。
　　平日８時 30分～ 17時 15分
　自治振興課 市民生活係
（本庁舎３階）☎ 0739-26-9911

　女性の抱えるいろいろな悩みに、女
性相談員が電話で相談に応じます。
　　平日９時～ 12時
■相談専用電話　☎ 0739-26-4919

　　㊊～㊍ ９時～ 17時
　　　㊎　 ９時～ 12時 
　国際交流センター(市民総合センター3階)
※事前にお問い合わせください
☎ 0739-26-4908

　　平日８時 30分～ 17時 15分
※認知症に関する相談は、毎月第1㊌
10時～12時に「よりみちサロンいおり」
でも受け付けています。（1月のみ第2㊌）
　やすらぎ対策課 地域包括支援センター係
（市民総合センター 1階）
☎ 0739-26-9906

　　平日８時 30分～ 17時 15分
※直接、窓口に来られる場合は要予約
■相談専用電話　☎ 0739-26-4933
　 shc@city.tanabe.lg.jp
　健康増進課 健康管理係
（市民総合センター 2階）
☎ 0739-26-4901

【不登校 ･いじめ ･教育相談】
　　平日９時～ 16時
　教育研究所（本庁舎北隣２階）
☎ 0739-25-1511
【いじめホットライン】
　　平日９時～ 16時
■相談専用電話　☎ 0739-26-3224
■いじめ相談ダイレクトメール
　 ijime110@city.tanabe.lg.jp

　家庭における児童の養育及び福祉に
ついての相談に応じます。
　　平日８時 30分～ 17時
　家庭児童相談室
（市民総合センター 1階）
☎ 0739-26-4926

【子育て相談】
　　平日８時 30分～ 17時 15分
　健康増進課 健康管理係
（市民総合センター 2階）
☎ 0739-26-4901
各行政局 住民福祉課☎ 2 ページ参照
【愛あい子育て相談】
　　平日８時 30分～ 17時 15分
※「愛あいルーム」での面接相談可
　地域子育て支援センター愛あい
（もとまち保育所内）
☎ 0739-22-9285
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